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職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

第39 回日本職業・環境アレルギー学会の開催にあたって

20 世紀、免疫アレルギー学は目覚しく発展した時代でありましたが、今世紀の最大の

生命科学フロンティアは脳科学と言われています。免疫系と脳神経系との密接な関係は、

精神神経免疫学の研究から明らかにされているところです。

地球上の生物は、生存するために環境の様々な情報・刺激を認識・処理する臓器とし

て脳を進化させてきましたが、環境異物 （アレルゲン、有毒物質）の身体への侵入を脳

回路のどこで、どのように認知しているのでしょうか。多くの場合、それに関する警戒

情報は、求心既神経あるいは免疫リンパ系のサイトカインを介して脳に送られ、無意識

下で処理されているといいます。また、内外のストレスが脳の視床下部を介してアレル

ギーに影響（増悪）し、脳が刻むサーカディアンリズムがアレルギー症状に大きく関与

することが知られています。

近年、脳科学の分野ではfMRI 、ＰＥＴ、脳磁計、光トポグラフィーなどの開発により

脳機能の画像化研究が急速に進み、認知 （知覚）、記憶、学習、言語、感情、思考、判

断、意思、行動、意識などに働く脳機能局在 （回路）、脳 ・精神疾患の責任回路が明ら

かにされつつあります。今後、こうした新手法が免疫アレルギーと脳神経機能の関係の

研究に導入されますと、アレルギーに関わる神経回路が明らかにされ、アレルギーにま

つわる多くの謎 （アレルギーの増加、アレルギーマーチ、アウトグロウなど）を解く糸

口を与えてくれるかもしれません。

本学術大会のテーマを 「アレルギーと脳科学の接点」に定め、アレルギー学と脳科学

の異分野交流を推進したいと考えています。講演者には多くの著名な脳秤学者 を招聘し、

海外招聘の Ｗｉｎｉａｍ.Ｗ Ｂｕｓｓｅ教授 （ウィスコンシン大学）にはシンポジウム「アレル

ギーと脳機能」に参加頂き、喘息発作と脳機能の最新の知見を講演頂きます。招待講演

には美術解剖学者・布施先生（東京芸術大学）、光トポグラフィーの発明者・小泉英明

先生（日立製作基礎研究所） と多方面にご活躍の脳秤芸者・茂木健一郎先生 （東京 工業

大学）をお招きし、それぞれ「脳の進化: 環境 との関係」、「脳科学と異分野交流の意義」。

「癒し効果のある芸術療法」について脳科学の見地から講演をお願いしてあります。シ

ンポジウムでは、久保千春先生 （九州大学）に産業ストレスを引き合いに脳神経と免疫

の相互関係について基調講演を頂き、ストレス、喘息、蝉み、嗅覚 （シックハウス）な

どのアレルギーに関連する脳機能、新治療戦略についてシンポジストの先生方と討論を

深めたいと存じます。特別講演３の原田晃先生（産業技術総合研究所）と小塩海平先生

（東京農業大学）には、都市化に伴い増加する環境負荷・汚染物質の排出、スギ花粉の

飛散を鏝小限にとどめ、または環境浄化するため脳の叡智が生み出しているテクノロジ

ーの現状について講演頂きます。
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職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

現代社会に広がる職業上の精神的ストレス、環境汚染による物理的ストレスが、職業

関連アレルギーの発症に及ぼす影響は益々大きくなると考えられます。本学会では「環

境」を軸に「アレルギー」と「脳科学」を結びつける先駆けとなることを願っています。

現在、アレルギー痴患は末梢神経・臓器に対する治療法が中心ですが、アレルギーに関

連した脳中枢が存在するなら、それを標的にした新しい治療法の開発に道が開ける可能

性があります。

アレルギーに関心のある研究者、臨床医、市民の多くに参加を頂き、大会が成功する

ことを願って止みません。

平成20 年７月吉日

第39 回日本職業・環境アレルギー学会　会　長

須 甲　 松伸

略　　 歴

すこう　まっのぶ

須 甲　 松 伸

東京芸術大学保健センター　教授

昭和４８年　　　　　 東京大学医学部卒業

昭和５０年　　　　　 東京大学医学部付属病院　物療内科入局

昭和５３年～５５年　米国コネチカット州立大学病理　留学

昭和５８年　　　　　 国立相模原病院アレルギー内科

昭和６２年　　　　　 東京大学　物療内科　助手

平成　３年　　　　　 同　講師

平成　９年～　　　　 東京芸術大学　保健センター　教授

＜アレルギーの研究、啓発活動＞

平成　８年～　　　　 日本アレルギー学会のホームページ開設・運営を主導

平成１６年　　　　　 財団法人日本アレルギー協会

日本アレルギー・喘息ネットワーク（ＪＡＡＮｅt）編集委員長

平成１６年　　　　　 日本アレルギー学会

広報委員会　啓発活動専門部会長、Ｗｅｂ編集専門部会長

平成１９年　　　　 社団法人日本アレルギー学会　広報委員長

平成１９年～　　　　 社団法人日本アレルギー学会役員　監事

平成１７年～１９年　厚生労働省科研費補助金事業「ガイドライン普及のための対策と

それに伴うＱＯＬ向上に関する研究」班　主任研究者

平成２０年～　　　　 厚生労働省科研費補助金事業「ユビキタス・インターネットを活用した

アレルギー患者の自己管理および生活改善支援システム、遠隔教育シ

ステム、患者登録・長期観察システムに関する研究」班 研究代表者

ll



● 参加者の皆様へ

職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

お知らせとお願い

１。受付は、２ 日間共に学会会場入口（１４階鉄門記忿講堂）で行います。受付で手続きの

上、会場内では常に名札をつけてください。

２．参加費は一般１０,０００円、学生等３,０００円、情報交換懇親会費は２,０００円です。

３．本学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医業績単位（発表３、参加４）が認め

られます。

＊　日本職業・環境アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定医・認定専門医制度におけ

る認定学会・研究会・講習会から関連学会に認定されました(下記参照)。

発 表 者 出 席 者

日本臨床免疫学会

日本小児アレルギー学会

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会

日本職業・環境アレルギー学会

日本小児難y印趾自､・アレルギー疾患学会

日本耳鼻科学会

日本皮膚アレルギー学会

日本接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレルギーシンポジウム

AmericanAcademyofA11ergyAnnua1Meetmg

European Academy ofA11ergyAnnua1 Meetin9

日本呼吸器学会

３

以下同じ

４

以下同じ

|||－
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● 一般演題口演者の皆様へ

１。一般演題 の口演時間は、発表７分、討論３分です。時間厳守でお願いいたします。

２．ご発表は、Ｗｎｎｄｏｗｓの Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt データにてお願いします。 バージョンは

Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｍt2000 、2002 、2003 です。

3. ＰＣ 画面の枚数には制限はありませ んが、スクリーンは一面です。発表用データはＵＳＢ

メモ リに保存し、口演時間の１時間前までに受付にご提出ください。

４．そ の他は、座長の指示に従ってください。

５．！ ５分前までに次演者席にご着席ください。

● 招聘講演・シンポジウムの演者の皆様へ

１。招聘講演の時間枠は、１ 演題50 分です。 シンポジウムは、おひとりの口演時間は約30

分 （または20 分）となります。

２．ご発表は、ＷｎｎｄｏｗｓのＰｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt デー タにてお願いします。バージ ョンは

Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt2000 、2002 、2003 ですo

3. ＰＣ 画面の枚数には制限はありませんが、スクリーンは一面です。発表用データはＵＳＢ

メモ リに保存し、 口演時間の１時 間前までに受付にご提出ください。

４．その他は、座長の指示に従ってください。

5.15 分前までに 次演者席にご着席ください。

● 座長の先生方へ

１

２

１５分前までに次座長席にご着席ください。

招聘講演、シンポジウムの口演終了予定３分前にベル音を１度、１分前に２度鳴らしま

す。

－IV －



所要時間

徒歩８分

徒歩６分

徒歩８分

徒歩１分

徒歩10分
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● 第39 回日本職業一環境アレルギー学会総会・学術大会に

参加される皆様へ

1. 会場について

第39 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会は、東京都文京区本郷7-3-1 の

東京大学本郷キャンパス・医学系研究科教育研究棟１４階　鉄門記 念講堂で開催されま

す。

受付は、会場入口で行います。

受付は１８日は午前９時００分より、１９日は午前８時００分より開始いたします。

匹 半丿

至 取 手

至 審

最寄り駅

本郷三丁目駅(地下鉄丸の内線)

本郷三丁目駅(地下鉄大江戸線)

湯島駅又は根津駅(地下鉄千代田線)

東大前駅(地下鉄南北線)

春日駅(地下鉄三田線)

Ｖ－
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九 五

東京大学本郷キャンパス・医学系研究科教育研究棟１４階 鉄門記忿講堂

住所：東京都文京区本郷７－３－１

電話：０３－3812 －2111 （ｲ犬表）

０

ｔ

－

＝
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ｍ

千=代 田 線 根 津 駅

･･ ‥=.･･噛’

池之端門哺
。

２。第39 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会の参加費について

参加費は一般１０,０００円 陳凛膳術大学大学美術館チケット代含む）、学生等３,０００

円、情報交換懇親会費は２,０００円です。

受付にて、領収書兼参加証（ネームプレート）をお受け取りください。

ネームプレートには、ご芳名、ご所属をご記入の上、ご着用をお願いいたします。

－VI －
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３。日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局は、特に設けておりません。

本学会に入会をご希望される方は、後日下記事務所までお申し込みください。

また、学会当日に年会費の支払いも、お受けできませんのでご了承ください。

なお、日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費（5,000 円）の支払いは随時可

能です。詳しくは日本職業・環境アレルギー学会事務局までお問い合わせください。

学会事務局：群％大学医学部保健学科内

日本職業・環境アレルギー学会事務局

〒３７１－8514　 前橋市昭和町3-39-１５

ＴＥＬ/FAX　027-220-8944

URL　htt ｐ:がｏｅａ.ｕｍｍjp

４。昼食について

東京大学構内に多数あります。

５／贋報交換会ならびに懇親会について

第１日目終了後、１３階レストラン｢ 力水・ペリカーブ｣ にて情報交換ならびに懇親の

場を設けさせていただきます。

特別企画｢カンツォーネの夕べ｣(東京芸術大学声楽科院生)と夜景をお楽しみください。

会費は、２,０００円です。奮ってご参加ください。

－VII －
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６。宿泊先について

会場周辺の宿泊先のご案内です。ご自身でお手配ください。

１。フォーレスト本郷

２．ホテル機山館

３．水月ホテル鴎外荘

４．ホテルパークサイド

〒１１３－0033　 東京都文京区本郷６－１６－４

ＴＥＬ　０３－3813 －４４０８

〒１１３－0033　 東京都文京区本郷４－３７－２０

ＴＥＬ　０３－3812 －ＴＬ２１ １

〒１１０－0008　　 東京都台東区池之端３－３－２１

ＴＥＬ　０３－3822 －4611

〒１１０－0005　　 東京都台東区上野２－１１－１８

ＴＥＬ　０３－3836 －5711
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4111Si　 ¶|○一代睡録零拿弑

I＼=

… …

……
ｙ
浅 野 疋 門 ① 「

……

…
…i゙’

弥 生r14ﾑ …

… ……J……j:j:

::膚 号
………i:･

昇: 會 … …
…1…
……ﾔ…

……
二1 へ
…
…］
……
…
…
二 言 ……

……11

F

,

サ

i 石･ ’ ｊ　　･ ，

・
Ｏ 舶ﾋ Ｓ 東 刈 徨　　

… …･

，　　　

爛

１５ ０ 至EHj 線 寺 日 駅

１。フォーレスト本郷

－VIII －

干代田線湯島駅

医学系研究科教育研究棟

14 階 鉄門記 忿講堂

柘ｺ ２

｡

篇

一



職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

第39 回日本職業・環境アレルギー学会

総会・学術大会及び関連行事

第39 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

会　期　：　2008 年７月１８日（金）・１９日（土）

会　場　：　東京大学本郷キャンパス医学系研究科教育研究棟１４階鉄門記念講堂

住所：東京都文京区７－３－１

電話：０３－３８ １ ２－２ １ １ １（代表）

編集委員会

日時：2008 年７月１肘 ］（金）８：３０～９：００

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１３階・第８セミナー室

理 事 会

日時：2008 年７月１８日（金）９：００～９：５５

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１３階・第８セミナー室

評議員会

日時：2008 年７月１８日（金）１２：００～１３：００

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１３階・第５セミナー室

七 会

日時：2008 年７月１８日（金）１０：００～１８：00

2008 年７月１９日（土）９：００～１５：００

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１４階・鉄門記 忿講堂

総会

日時：2008 年７月１８日（金）１８：００～１８：３０

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１４階・鉄門記念講堂

新理事会

日時：2008 年７月１９日（土）１２：００～１２：３０

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１３階・第８セミナー室

情報交換懇親会

日時：2008 年７月１８日（金）１８：３０～

会場：東京大学本郷キャンパス　医学系研究科教育研究棟１３階

レストラン「カポ ．ペリカーノ」

IＸ
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[戸 →]
① ジ ャズin 蕎 大 ～The Third Str ｅａｍ～

日時：２００８年７月１９日（土）１５：００～１８：００

会場：東京蓼術大学構内奏楽堂（東京都台東区上野公園１２－８）

東京大学教育棟より徒歩20 分

JR 上野駅公園口より徒歩10 分

入場料：３，０００円

問い合わせ先：ヴォートル・チケットセンター　03-5355-1280

チ ケットぴあ　　　　　　　　　057 （Ｈ ）2-9999

蓼 大アートプラザ　　　　　　050-5525-2102

東 京文化会館チケットサービス　03-5815-5452

※お 早めにお問い合わせください

② 東京 藪 術大 学 大 学美 術 館

○ 芸大コレクション展（入場料は大会参加費に含んでおります）

○ バウハウス・デッサウ展

場所：東京都台東区上野公園１２－８

ジャズＩＨ.蕎 大

＜第3 の漬れ＞それは現代音楽とジャ
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③ 国 立 西洋 美 術館

○ コロ~ 光と追憶の変奏曲一

場所：東京都台東区上野公園７－７

職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

④ 東京都美術館

○ 企画展「日仏交流150 周年記念、芸称渚i市パリの100 年展

ルノワール、セザンヌ、ユトリロの生きた街1830-1930」

場所：東京都台東区上野公園８－３６

⑤ 東京国立博物館

○ 日仏交流150 周年記念、オルセー美術館コレクション特別展

「フランスが夢見た日本一陶器に写した北斎、広重二」

○企画展　対決一巨匠たちの日本美術

場所：東京都台東区上野公園１３－９

χ|－
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日　程　表

平成２０年　 ７月１８日（金）

8:30 編集委員会

9:00 理　事　会

10:00 開　会　の　辞

10:10 一般演題

【セッション１】（１～３）

【セッション２】（４～６）

11:10 招聘講演Ｉ

｢脳の進化・環境との関わり｣

布施 英利(東京芸術大学)

12:00 昼　 食

13:00

13:45

シンポジウム

｢The Brain in A川ergy｣

1.基調講演

｢脳と免疫系とのクロストーク｣

久保 千春

2.ストレスと脳機能

加藤 進昌

3.The Brajn in Asthma

Wjlliam W. Busse

4.痔みと脳機能

望月　秀紀

15:45 (休　　 憩)

16:00 5.においと脳機能

岡本　美孝

6.アレルギーとオピオイド

①喘息モデル：大野　勲

②難治性かゆみ：高森　建二

7.総合討論

18:00 公　　 ふ総　　:z χ

18:30 情 報 交 換 懇 親 会

13 階｢ カポ･ ﾍﾟﾘｶｰﾉ｣

平成２０年　７月１９日(土)

9:00 一般演題２

【セッション３】（７～９）

【セッション４】（１０～１２）

10:00 招聘講演Ⅲ

「環境浄化テクノロジーの最前線」

原田　晃（産業総合研究所）

※追加発言:「スギ花粉飛散の抑制」

小塩 海平（東京農業大学）

11:10 招聘講演Ｈ

「芸術療法と脳科学」

茂木健一郎（東京工業大学大学院）

12:00 昼　　食

13:00 招聘講演Ⅳ

「脳科学と異分野融合の潮流」

小泉　英明（日立基礎研）

13:50 一般演題

【セッション５】（１３～１５）

【セッション６】（１６～１７）

14:40 閉　会　の　辞

XII
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第１日目　７月18 日（金）

【セッション1 】10:10 ～10: ４０

座長：刳 左神 篤 陳 海花粉症研究所所長)

１． わが国の秋に飛散するスギ花粉について一臨 床症状への影響を抗原から検討す るー

○岸川　 澄 子、下田　 照文、西間　 三馨

国立病院機構福岡病院臨床研究部

２． 気象･ 粉塵･ 花粉による気管支喘息の増悪に関する検証

○中村陽一一一一･1、河野徹也1 、磯崎 淳1 、川 野豊1 、西岡清1 、渡辺孝之2 、山村信 一一3、

久保信雄3 、山本真弓4 、鈴木慎太郎4 、足立満4 、片岡浩巳5 、井沖浩美6

1) 横浜市立みなと赤十字病院アレル ギーセン ター

2) 横浜市立みなと赤十字病院内科

3) 横浜市立みなと赤十字病院検査部

4) 昭和大学第一内科

5) 高知大学医学部医学 晴報センター

6) 高知大学病院医療サービス課

３. ＡＤＶＩＡ ＣｅrTtａｕr(CLIAj 去)とＣＡＰシステム(Ｆ巳Aj 去)による抗原特異的XgE 抗体測定の

比較検討

○岩永賢司1 、 山藤啓史1 、星　 晋1 、西川裕作1 、内藤映理1 、市橋秀夫1 、

山片重良1 、池田容子1 、佐野安希子1 、佐藤隆司1 、山懸俊之1 、佐野博 幸I 、

宮良高維1 、村木正人1 、冨田桂公1 、東 田有智1 、久保裕一2

1) 近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科

2) 東大阪市立総合病院　 呼吸器内科

【セッション２】１０：４０～１１：１０

座長 ：東 田　 有智( 近畿大学医学部呼吸器 ・アレルギー内科教授)

４． 精神的不安およぴうつ状態がアトピー怜 宙膚炎に及 ぼす影響　 免疫系および夜間 掻破行

動について

○渡辺 千恵子

横浜市立大学医学部皮膚科教室

－×|11－
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5. 唾液中クロモグラニン Ａ 測定を用いた､カプサイシン及びトルエン負荷によるストレス反応

パターンの検討～化学物質過敏症患者と健常者を対象に～

○水城まさみ

国立病院機構盛岡病院

６．マイナス電荷空気環境の生体影響の観察 一精神･神経･内分泌･免疫ネットワークへの影

響についてー

○大槻剔巳1、高橋一聡2、間瀬昭則2、河戸隆2、小谷宗男2、阿見和久2、

松島弘樹3、白涜毅4、吉松道晴4、西村泰光l、前田恵1、村上周子1、林宏明l、

熊谷直子1、森本兼異3

1）川崎医科大判斬生学

2）積水ハウス株式会社総合住宅研究所

3）大阪大学大学院医学研究科社会環境医学

4）アーテックエ房株式会社

座長：宮本　昭正（財団法人日本アレルギー協会理事長･東京大学名誉教授）

「脳の進化 一環境との関わり」

布施　英利（東京芸術大学美術解剖学准教授）

「Ｔｈｅ Ｂrａｉｎ ｉｎ ＡＩｌｅrgy」

座長：森本 兼盤（大阪大学大学院医学部教授）

永田　真 （埼玉医科大学呼吸器仲教授）

須甲　松伸（東京芸術大学保健管理センター教授）

１．基調講演 「脳と免疫系とのクロストーク」

○久保 千春（:九州大学病院院長・心療 内仲教授）

２．ストレスと脳機能画像

○加藤 進昌（昭和大学精神科教授）

３.The Brain in Asthma

OWi ↓↓ｉａｍ.W.Bｕｓｓｅ（ウィスコンシン大学内科教授）

４．偉みと脳機能画像

○望月　秀紀（自然秤谷研究機構生理学研究所リサーチレジデント）

－×IV －
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５ 。に お い と 脳 機 能 画 像 （ シ ッ ク ハ ウ ス と の 関 連 ）

○ 岡 本　 美 孝 （二千葉 大 学 耳 鼻 咽 喉 科 教 授 ）

※ 一 般 演 題 よ り 参 加

「 化 学 物 質 過 敏 症 患 者 のfMRI を 用 い た 微 量 化 学 物 質 曝 露 時 脳 画 像 の 検 討 」

ひ 三 木 猛 生 ∩ﾋ 里 大 学 医 学 部 衛 生 学 公 衆 衛 生 学 ）

６ ． ア レ ル ギ ー と オ ピ オ イ ド 系

① 喘 息 モ デ ル

○ 大 野　 勲 （東 北 薬 科 大 学 病 態 生 理 学 教 授 ）

② 難 治 性 か ゆ み と オ ピ オ イ ド

○ 高 森　 建 二 （順 天 堂 犬 右 甫安 病 院 院 長 ・ 皮 膚 神 歌 授 ）

※ 一 般 演 題 よ り参 加

「Ｓｅｍａｐｈｏrin3A alle ｖiatｅｓ ｓkin le ｓｉｏｎｓ ａｎｄ ｓｃrａtching beha ｖior ｉｎ ＮＣ/ Ｎｇａ ｍｉｃｅ, ａｎ

ａtopic der ｍａtitiｓ ｍｏｄｅｌ.」

○ 山 口　 絢 子 （横 浜 市 立 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 環 境 免 疫 病 態 皮 膚 科 学 ）

７。総合討論

情報交換懇親会 １８：３０ ～ １３階｢カポ･ ペリカーノ｣

－χＶ－
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第 ２日目　７月19 日 （二1こ）

【セッション3 】９:００～９:30

座長：土橋　邦生( 群馬大学医学部保健学科教授)

７．建築物解体作業で発生する粉塵中のアスペルギルスが増悪因子となったと考えられるアレ

ルギー性呼吸器疾患の２例

○豊嶋幹生1 、田久保康隆2 、長博之2 、千田金吾3、須田隆文3

1) 浜松労災病院呼吸器科

2) 浜松労災病院呼吸器外科

3) 浜松医科大学第二内科

８．ファイバースコープ消毒薬を抗原としてアナフィラキシーを発症した３症例

○山口正雄1、鈴川真穂2、節原雄一1、川上綾子1、綴綴力也1、小宮明子1、関谷　剛1

山田浩和1、山本一彦1、木村美和子3、二藤隆春3、飯倉元保4

1) 東京大学アレルギー・リウマチ内科

2) 帝京大学内科　呼吸器アレルギー

3) 東京大学耳鼻科

4) 災害医療センター呼吸器

９．チオグリコール酸アンモニウムによる職業性接触皮膚炎の １例

○杉浦真理子　杉浦啓二

第一クリニック皮膚科・アレルギー科

【セッション４】９:30 ～10: ００

座長：山口正雄( 東京大学アレルギー・リウマチ内科講師)

１０．緑茶製造工場勤務者の緑茶誘発喘息に対する抗ヒスタミン剤前投与の効果の検討

○河野哲也1,2 、深堀　範2 、廣瀬裕子2、泊　慎也3、福島千鶴2、松瀬厚人2、

河野 茂2

1) 医療法人光晴会病院内科

2) 長崎大学医学部・歯学部附属病院第二内科

3) 佐世保市立総合病院内科

１１．ケンフェロールの抗アレルギー活性発現における ＨＯ-1 の役割

○太田裕以1、川部　勤2,3、松島充代子2,3、廣瀬悦子1、平山達也1、高木健三2

1) 名古屋大学大学院医学系研究科

2) 名古屋大学医学部保健学科

3) 名古屋大学予防早期医療創成センター

X ＶI
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【セ ッ シ ョン ５ 】13: ５０ ～14: ２０

座 長 ： 杉 山　 温 大( 国 立 国 際 医 療 セ ン タ ー 呼 吸 器 科 医 長)

１３
． ス
ギ 花 粉 症 合 併 喘 息 患 者 に お け る 花 粉 飛 散 時 期 の 鼻 炎 お よ び 喘 息 症 状 増 悪 に 対

す る プ ラ ン ル カ ス ト の 効 果 の 検 討

Ｏ 渡 漫 直 人1,2 、 星 野 誠1 、 中 川 武 正3 、 宮 滓 輝 臣1

1) 聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 呼 吸 器 ・ 感 染 症 内 科

2) 城 西 国 際 大 学 総 合 福 祉 学 科

3) 白 浜 町 国 民 健 康 保 険 直 営 川 添 診 療 所

１４ ． 環 境 ア レ ル ゲ ン に よ る プ リッ ク テ ス ト に お よ ぼ す ロ イ コト リ エ ン 受 容 体 桔 抗 薬 の 影 響

に つ い て

○ 西 原 冬 実 、 中 込 一 之 、 高 久 洋 太 郎 、 山 口 剛 史 、 佐 藤 長 人 、 萩 原 弘 一 、 金 沢 実 、

永 田 真

埼 玉 医 科 大 学 呼 吸 器 内 科

１５ ． 過 敏 性 肺 炎 に お け る 炎 症 性 メ デ ィエ ー タ ー の 意 義

○ 小 野 恵 美 子 、 谷 口 正 実 、 三 田 晴 久 、 東　 憲 孝 、 梶 原 景 一 、 谷 本 英 則 、 福 冨 友 馬 、

押 方 智 也 子 、関 谷 潔 史 、 粒 来 崇 博 、 釣 木 輝 尚 実 、 大 友　 守 、 前 田 裕 二 、 森　 晶 夫 、

長 谷 川 屏 紀 、 秋 山 一一男

国 立 病 院 機 構 相 模 原 病 院　 臨 床 研 究 セ ン タ ー

【 セ ッ シ ョン ６ 】14: ２０ ～14: ４０

座 長 ：長 谷 川　 屏 紀( 国 立 病 院 機 構 相 模 原 病 院 臨 床 研 究 セ ン タ ー 副 セ ン タ ー 長)

16. Ｔｈｅ ｅｎｖirｏｎｍｅｎtａｌ ｃｏｎtａｍｉｎａｎt ｂｅｎｚｏ(ａ)pｙrｅｎｅ ｉｎｄｕｃｅｄ ｉｎtｅrleｕkin 8 prod ｕｃtion b ｙ

hｕｍａｎ ｋｅrａtｉｎｏｃｙtｅｓ･

○ 辻　 学 、 高 原　 正 和 、 内　 博 史 、 師 井　 洋 一 、 古 江　 増 隆

九 州 大 学 大 学 院 医 学 研 究 院 皮 膚 科 学

１７
．
成 人 遷 延 性･ 慢 性 咳 楸 患 者 お よ び 喘 息 患 者 に お け る 百 日 咳 抗 体 価 の 検 討

○ 竹 田 知 史 、 新 実 彰 男 、 松 本 久 子 、 伊 藤 功 朗 、 山 口 将 史 、 松 岡 弘 典 、 陣 内 牧 子 、

大 塚 浩 二 郎 、 小 熊 毅 、 中 治f 二志 、 井 上 英 樹 、 三 嶋 理 晃

京 都 大 学 医 学 部 呼 吸 器 内 科

－XVIII －
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１２．新しいアレルギー対策システム導入住宅の喘息症状軽減効果の検討

○土橋邦生1、久田剛2、/川可原はつ汪1、三田村輝章3、清水泰生1、宇津木光克1。

原沢浩毅4、石塚全2、森昌朋2

1) 群馬大学医学部保健学科

2) 群馬大学大学院　病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

3) 足利工業大学　工学部　建築学科

4) ハラサワホーム株式会社

座長：牧野　荘平（上武呼吸器科内科病院院長）

「環境浄化テクノロジーの最前線」

原田　晃（産業技術総合研究所環境管理技術研究部門長）

※追加発言「スギ花粉飛散の新抑制法」

小塩 海平C 販京農業大学国際食字村静匯学部准教授）

座長：須甲　松伸（東京芸術大学保健管理センター教授）

「芸術療法と脳科学」

茂木　健一郎（脳科学者・東京工業大学大筒院連携教授）

座長：真野 健次（帝京短期大学教授）

「脳科学と異分野融合の潮流」

小泉　英明（日立製作所基礎研究所役員待遇フェロー）
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◇学 会長報告　　　　　　　　　　　　　　　　　 ポスター発 表

｢本 邦 の ア レ ル ギ ー 診 療 に お け る 診 療 連 携 の 実 態｣

東京芸術大学保健センター 教授 須 甲　 松 伸

平成17 年~19 年厚生労働省科学研究費補助金事業･ 主任研究者

｢ガイドライン普及のための対策とそれに伴うＱＯＬ向上に関する研究｣ 班

厚生労働省は、アレルギー患者増加に対する新５ヵ年対策としてアレルギー関連学会

と協力して各アレルギ一良 患の診療ガイドライン（ＧＬ）を策定し、アレルギー痴 患の

自己管理の浸透を目標に国と地方公共団体とが協力して1 ）医療の提供の確保、２）情

報提供・相談体制の確保することを施策に掲げている。具体的には、地域の「かかりつ

け医」と専門拠点医療機関との診療連携体制の確立、患者 と医療関係者へのホームペー

ジ、パンフレットによる情報提供等である。

当研究班は、各診療ガイドラインの普及のための有効な対策を講じ、患者の自己管理

の支援環境を整備し、患者のＱＯＬ 向上に寄与するために以下の調査を行った。

１）「かかりつけ医」たるアレルギー非専門の一般医およびアレルギー科標榜医を対象

とした、各アレルギー診療 ＧＬ の普及に関する実態調査と問題点の把握、

２）アレルギー専門医療機関を対象とした、地域の診療連携に関する実態調査、

３）各アレルギー良患ＧＬ に準拠した治療による患者 ＱＯＬ の向上の検気

１）ガイドラン普及に関する実態調査。

①研修会、講演会出席の実地医家への調査

平成17 年度、18年度、19年度と（財）日本アレルギー協会と地区医師会主催の実地

医家対象としたアレルギー研修会あるいは学術講演会の開催地53 会場にて、各アレ

ルギー痴患（成人喘息、小児喘息、鼻アレルギー、アトピー性皮膚炎、葦麻疹、食物

アレルギー）のＧＬの認知度、利用度､問題点などに関するアンケート調査を行った。

②アレルギー診療拠点施設への調査

平成18 年度、日本アレルギー学会の協力を得て、学会の認定教育病院である387 の

専門医療施設に対して、地域のアレルギー診療連携に関する実態調査を行った。

③アレルギー科標榜医への調査

平成19 年度、ＮＴＴのホームページから電話帳タウンページに掲載してある全国のア

レルギー科標榜4333 施設をリストアップし､ＧＬ普及状況とその有用性に関する葉書

アンケート調査を行った。

平成18 年～19 年度、分担研究者／研究協力者のアレルギー専門医を中心に 成人喘

息、小児喘息、鼻アレルギー、アトピー陛皮膚炎、葎麻疹の初診あるいは増悪した患

１
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者に診療 ＧＬ に準拠した治療を行い､ＧＬ に推挙あるいは公認されているＱＯＬ 票（成

人喘息 ＡＨＱ-33、小児喘息・岐阜小児科版、鼻レルギーJRQLQ 、皮膚炎密､DLQI ）

を用いて ＱＯＬ 調査を行った。

調査結果

１）医療提供の地域格差に関する調胤

（社）日本アレルギー学会認定教育病院387 施設、認定専門医2477 名、全国アレル

ギー科標榜医4333 名のそれぞれに10 地方別の100 万人、10 人、10 万人対人口比を

求めたところ、専門医療の量的な提供状況は、総じて北海道、九州・沖縄地方が少な

く、その他の地方については西高東低の格差が認められた。

２）ガイドラン普及に関する実態調査

①診療連携に関する実態調査

全国の日本アレルギー学会認定教育施設387 の約半数192 施設から２回にわたりアレ

ルギー診療状況、診療連携状況について回答を得、「アレルギー診療施設事例集」およ

び「追補版」として発行した。 ２／３の施設は診療連携に積極的で、その活動内容は、

院内の医療連携室を活用、院内啓発、地域連携医との勉強会、連携パス・患者カード

の活用などである。４割以上の施設がＧＬ 普及に前向きで、広報誌への掲載、紹介時・

連携パスに添付､勉強会による普及などの方法を考えている。課題は､ 専門医の不足、

患者側の紹介拒否、かかりつけ医のアレルギー診療熱意の格差、アレルギー科標榜医

の信頼はへの疑問が挙げられた。そこで、一般医および標榜医のＧＬ普及に関する実

態調査を実施した。

②アレル ギー研修会および学術研修会への参加実地医師に対するアンケート調査結

果。

平成17 年度、全国地方都市の↑2会場の出席者462 名、平成18 年度31 会場の1,007

名、平成19 年度８会場354 名（調査・解析進行中）の合計1722 名から回答を得た。

平成18 年度の結果では､全国31 の研修会･講演会場の参加医1,007 ご名（開業医48 ％）

から各炭 患の ＧＬ 認知度・利用度、治療内容につき回答を得た。その結果、病診連携

の両軸となるかかりつけの「一般医」と［アレルギーに関心ある医師／専門医］では、

ＧＬ認知度については両者とも喘息約75 ％、鼻アレルギー約50 ％、アトピ一匹皮膚炎

約40 ％で差がないものの、利用度は全て「一般医」が低いことが示された。それを裏

付けるように一般医の開業医は患者への啓発活動、喘息患者への吸入ステロイド処方

率が低い とい う結果である。また、開業医が ＧＬ を知る機会は、ＧＬ 教本、講演会へ

の出席のほか、企業の貢献も大きいことが分かった。 ＧＬ利用度が低い理由について

使い 服れていない、内容 が分か 叫こくい、臨床の場で確認が面倒、症例が少ないなど

の意見が多い。また、ＧＬの改善点では平易な内容、臨床に役立つＱ＆Ａ、症例呈示

を望んでいる。

③アレルギー科標榜医への調査。

全国のアレルギー科標榜医1683 名の ＧＬ 認知度は、成人喘息79 ％、小児喘息77 ％、

－2
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鼻アレルギー68 ％､アトピー性皮膚炎69 ％と高いが､ＧＬ利用度はそれぞれ57 ％､62 ％、

44％、42 ％と20 ％低い。専門別に解析すると専門とする疾患では認知度、利用度とも

80％以上、それ以外は60 ％であることからアレルギー科を標榜していても専門とする

アレルギー疾患以外では実際にＧＬ を利用することが分かる。 61％がＧＬ の策定によ

り治療方針が立てやすくなったと回答し、56％がＧＬ 診療により患者の症状改善､61 ％

が ＱＯＬ 向上を認めたが、変わらないとの回答もそれぞれ38 ％、35 ％に見られた。 専

門別の解析では鼻アレルギーとアトピー吐皮膚炎は半数が変わらないと回答している。

多くがアレルギー関連学会に所属していると考えられる。

ＱＯＬ 向上の統一調査票の完成症例数は、成人喘息384 例、小児喘息145 例、鼻アレ

ルギー105 例、アトピー院皮膚炎74 例、葦麻疹19 例である。いずれの調査結果でも

各疾患とも ＧＬ 治療により重症度と症状の改善、全ての ＱＯＬ 項目（感情面、増悪因

子、日常生活、社会活動、経済面）のスコアお よびフェイス・スケールにおいて統計

的に有意の向上が認められた。（ＷＵｃｏｘｏｎ 検定: ｐ＜0.001）

考　察

３つの実態調査の結果、ＧＬ は策定以降、ガイドライン教本、学会、学術講演会、研

修会、医学雑誌などさまざまな普及方法により一般医にも広く認知され、喘息 ＧＬ の認

知度は８割近くに登ることが明らかとなったが、鼻アレルギーとアトピー性炭 患では認

知度が半数に満たないので継続した普及活動が欠かせない。他方、ＧＬ の利用度は、い

ずれも認知度に比べ低いが、これは専門外のアレルギー炭患では実際に利用することが

少ないためと思われる。単発の講演会形式のＧＬ 普及活動がその認知度を高めても、臨

床の場での利用度向上に結びついていない。利用度を挙げるためには、分かりやすい平

易な診療 ＧＬ が強く要望される。

アレルギー非専門の実地医家に対して ＱＯＬ 調査を指導する試みは、喘息の ＱＯＬ 票

完成症例が33 例と少ない。アレルギーに関心の薄い一般医に ＧＬ 診療を浸透させるの

は容易でなく、啓発機会を増やす必要である。それには地域の病診連携を介した少人数

対象の勉強会、実技体験型の継続的普及活動が相応しい。現行のアレル ギーＧＬ に準拠

した治療と ＱＯＬ 向上の実証試験の結果は、いずれの疾患においても短期的ながら有意

に患者の症状を改善し、ＱＯＬ を向上することが砲 認された。 さらに 診療前線のアレ

ルギー科標榜医へのアンケート調査においても、６割が ＧＬ 策定により治療方針 が立て

やすくなり、患者症状が改善と ＱＯＬ が向上したことを実感していることからも、「診療

ＧＬ の策定と普及」がアレルギー対策において正しい重要な事業であることが支持され

ている。今後、長期的な観 点､から ＱＯＬ 向上に貢献するか引き続き検証される必要があ

ろう。それには長期経過観察システムの確立が望まれる。

３
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◇招聘講演Ｉ

脳の進化・環境との関わり

東京芸術大学美郷制学 准教授 布 施　 英 利

人体と天体。この二つの用語には、同じく

人体という小宇宙と、天体という大宇宙。

人は考えたのか。

「体」という文字かおる。

この二つに何か関係があると、古

脳は、そんな人体の一つの臓器であるが、それは環境や宇宙とどんな関わり

があるのか考えてみたい。

１。脳の解剖学

脳は臓器である。解剖実習において、人体から取り出し、手の上にのせて眺

めることもできる。脳は、意識や心をうみだす元であるが、そのようなモノと

しての側面もある。まずは、脳の解剖学から話を始めることにしたい。解剖と

は、対象を分解し、区分けをすることである。大脳、中脳、小脳、橋や延髄な

どという区分がある。さらに大脳は、いくつもの皮質に分けられる。

「三つの脳」という言い方がある。ヒトの脳を、反射脳、情動脳、理吐月副こ

分け、「ヒトの脳には、フニとウマが住んでいる」などともいう。なぜヒトには、

いくつかのタイプの脳が共存しているかといえば、それは「進化」による。腿

虫類の脳に哺乳類の脳が加わり、さらにヒトの脳がくわわる。　３０数億年の生

命進化の歴史の中で、脳はその上うにして出来た。そこで「脳と進化」に目を

向けることにする。

２．脳と進化

生命は、海で誕生した。数億年前に、カンブリア紀の「大爆発」ともいわれ

る大きな進化があり、そこから脊椎動物が生まれ、さらに生命は水中から陸上

へと進出した。陸上にあるのは、水ではなく空気だ。そこで新しい臓器である

肺ができた。つまり肺は、内臓の中では「新しい」臓器であり、いわけ「付け

足し」の臓器だった。だから他の内臓は「意識」でコントロール、つまり自由

に止めたり働かせたりできないのに対し、肺つまり呼吸だけは、意識で動かし

たり止めたりできる。これは肺が「骨格筋」や肋骨の動きに伴っているからだ

が、ここに「意識」つまり脳の問題が関係してくる。肺は、心臓や胃や腸とち

かって、脳の別の部位でコントロールされている。

進化の歴史が、内臓の働きに関係し、脳の働きにも関係している。ここでは、

ジョン・Ｃ・エックルスの『脳の進化』などを参照しつつ、人類進化と脳の進

化などについても考えたい。

－4－
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3. 脳 と環境

最後 に、脳 の解剖 学、脳 の進化 などの考察 を踏 まえ、脳 がい かに環境 の影 響

の元につ くられて きた かを明らか にし、脳 につ いて の一つ の視 点を提 案す る こ

とにしたい。

ぶ ぜ ひ で と

布施　　 英 利

東京芸術大学美術解剖学　准教授

略 歴

1960 年、群馬県生まれ。東京芸術大学・大学院修了（美術解剖学）。学術博

士。東京大学医学部助手（養老孟司研究室）で、解剖学の研究・教育に従事し

た後、現在は東京蔡術大学准教授（美術解剖学）。脳科学や解剖学の視点から、

芸術と科学の関係について研究している。大学院生のときに最初の著作を出版

して以来、現在まで３５冊の著書がある。主な著書に『脳の中の美術館』（筑摩

書房）、『美術館には脳がある』（岩波書店）、『体の記胞』（光文社）、『体の中の

美術館』（筑摩書房）など。テレビ出演も多く、養老孟司との共著に『解剖の時

間』（哲学書房）かおる。

５



職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

◇招聘講演II

芸術療法 （音楽療法）と脳科学

東京工業大学大学院 連携教授 茂 木　 健 一 郎

音という単なる波動に、旋律が、リズムが、音色が、生命を吹き込みます。

音楽は思考や情動・生命の躍動。舞踏の聖別ｲし 脳の活動は、１千億個のニュ

ウーロンによる交響曲、脳内現象や社会現象はどこか音楽に似ています。

生命の本質と音楽の濃密な関わり、感覚を研ぎ澄まして生きることを考え、

音楽療法の持つ意味に触れていきます。
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略　　　　 歴

もぎ　けんいちろう

茂木　 健 一 郎

東京工業大学犬参院　連携教授

ソニーコンピューターサイエンス研究所シニアリサーチャー

1962 年生まれ。東京大学理学部、東京大学法学部、東京大学理学系大学院物理

学専攻課程を卒業。理学博士。東京蓼術大学美術解剖学非常勤講師、東京工業

大学大学院客員教授を歴任し、現在、東京工業大学大学院連携教授。

「クオリア」（感覚の持つ質感）をキーワードとして脳とこころの関係の研究を

進め、脳科学に関する多くの著書を発表している。また、ＮＨＫ等の科学番組へ

の出演も数多い。芸術とくに音楽に造詣が深い。

７
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◇ 招聘講 演Ⅲ

環 境 浄 化 テ ク ノ ロ ジ ー の 最 前 線

独立行政法人産業技術総合研究所環境管理技術研究部門 研究部門長 原 田　 晃

近年でもダイオキシン類、排ガス、環境ホルモン、土壌汚染などの環境問題

が表面化した。かつて解決してきた公害問題とは異なり、汚染物質の多様化・

低濃度化か特徴であり、発生源が明確でなく工業製品等の製造・使用・廃棄な

どライフサイクルの至る所で有害化学物質による健康影響が懸念されるように

なってきた。影響の範囲も地域全体から生活圏と狭まり、ｲﾋ学物質過敏症など

を考慮すると個人の行動範囲となるかもしれない。

このため、従来の発生源対策とは異なる新たな環境技術が求められている。

地域環境保全技術が化学物質リスク管理・削減技術と言い換えられているよう

に、まず化学物質の暴露量を加味したリスク評価による対策の優先度を明確に

する必要かおり、二れに適した生体への影響を計測する技術が求められている。

生体に対する影響を可視化して認識する技術として、私共は化学物質を認識

する蛋白質と発光蛋白質からなるキメラ蛋白質を遺伝子工学的手法に基づいて

作成する技術を開発している。キメラ蛋白質を発現させた細胞に特定の化学物

質が暴露された際、物質や物質による信号の伝達過程が発色し認識することが

できる。

広い面積・空間を対象とする環境浄化テクノロジーに求められる要件は、低

エネルギー消費、薬剤不使用、持続けなどである。このような条件を考慮する

と、自然界が元来有する浄化機構の活用が有望である。すなわち、水や土壌で

は生物を、大気では光を利用することなどである。実際、自然の浄化能力を超

えたところで環境問題の発生があり、浄化能力を強化して環境容量を拡大する

ことに意義がある。

ここでは、土壌のバイオレメディエーション、環境空気の光触媒浄化などを

例に、私共が行っている浄化テクノロジーの開発状況を報告する。環境浄化技

術はまだ黎明期であり、現実には中小事業所等からの排出対策も多く求められ

ている。そのうち重要なものを併せてご紹介することとしたい。

－8 －
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はらだ　あきら
原田　 晃

独立行政法人産業技術総合研究所環境管理技術研究部門　研究部門長

S54.4.1　　北海道大学大学院 水産学研究科 水産化学専攻 修士課程 修了

水産学博士（北海道大学）

H3.12.1　　通商産業省 工業技術院 資源環境技術総合研究所 環境影響予測部

環境予測研究室 主任研究官

H9.4.1　　通商産業省 工業技術院 資源環境技術総合研究所 環境影響予測部

環境予測研究室 室長

H13.4.1 独立行政法人 産業技術総合研究所 環境管理研究部門

地球環境評価研究グループ グループ長

H15.6.1　　独立行政法人 産業技術総合研究所 企画本部 総括企画主幹

経済産業省 産業技術環境局 技術評価調査課 評価企画調査官( 併任)

H17.6.1　　独立行政法人 産業技術総合研究所 環境管理技術研究部門

総括研究員

H18.4.1　　独立行政法人 産業技術総合研究所 環境管理技術研究部門

研究部門長
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◇追加発言

スギ花 粉飛散の新抑 制法

東京農業大学国際食料回報学部 准教授 小塩 海平

現在，日本におけるスギ花粉症患者は国民の約20 ％にも上るといわれており，

年 間の経済的損失はおよそ2860 億円にも達すると概算されている．さらに花粉

症予備軍は，若年層を中心に国民の50 ～60 ％に及ぶとみなされており，将来に

わたって大きな社会問題となっている．

花粉症の治療には，抗ヒスタミン剤やステロイド剤などの薬物を用いた対処

療法や減感作療法と呼ばれる抗原特異的免疫療法が知られているが，即効性や

副作用などの点から，安全山こ優れた根治療法とは言い難い。またスギ花粉抗

原エピトープを導入したアレルギー軽減米の研究も進められている昿 遺伝子

組換作物の摂取に関しては，まだまだ大きな抵抗かおるのが実晴である。

花粉回避に関しては花粉飛散量の予測，空中花粉量の測定法，空中スギ花粉

アレルゲンの測定法，シミュレーション法を用いた花粉情報，空中スギ花粉の

着衣・皮膚への付着など，さまざまな研究が進められているが，根本的な解決

策としては，スギ花粉自体の飛散を抑制するのがもっとも望ましいことはいう

までもない．

これまで，マレイン酸ヒドラジッドコリン酸やウニコナゾールＰなど，植物

成長調節物質を用いたスギ雄花の着花抑制が検討されてきたが，生態系への影

響が大きく，実用化は困難であると思われる．また，育種によって無花粉スギ

が育成され，植林事業も進められているが，労力と時間を要するという欠点か

おる．現在，日本における林業生産活動は停滞しており，既存のスギ人工林は

長伐期化しているごとに加え，間伐などによる林分密度管理によるスギ雄花着

生の変動は，豊凶による年変動と比較してきわめて少ないことも明らかにされ

っつある．

著者らは、スギ針葉に対する影響が少なく、雄花のみを選択的に褐変させる

天然物質由来誘導体を探索すべく、スクリーニングを行っており、本報告では、

その一端を紹介したい。
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二しお　かいへい
小塩　海 平

東京農業大学国際食料時報学部　准教授

1995 年３月　東京農業大学大学院農学研究科農学専攻博士後期課程修了

(農学博士)

1997 年４月より東京農業大学農学部国際農業開発学科に勤務

現在、東京農業大学国際食料隋報学部国際農業開発学科准教授
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◇招聘講演Ⅳ

脳 科 学 と 異 分 野 融 合 の 潮 流

株式会社日立製作所基礎研究所役員待遇フェロー 小 泉 英 明

20 世 紀 に は 要 素 還 元 論( Ｒｅｄｕｃtioni ｓｍ) を 基 調 と し た 科 学 技 術 が 目 覚 し い 発

展 を 遂 げ た が 、21 世 紀 は 俯 瞰 統 合 論(Bi ｒd'ｓ-ｅｙｅ-ｖieｗ lnteg ｒａtioni ｓｍ) の 色 濃

い 時 代 に な る と 思 わ れ る 。 専 門 細 分 化 さ れ た 諸 分 野 を 俯 瞰 的 に 架 橋 ・ 融 合 し て

新 分 野 ・ 新 技 術 を 創 発 す る こ と が 、 学 問 分 野 の み な ら ず 産 業 分 野 で も 必 須 と 考

え ら れ 始 め た 。

二 の よ う な 異 分 野 を 架 橋 ・ 融 合 し て 新 分 野 を 創 生 す る 過 程 ・ 方 法 論 を ト ラ ン

ス ・ デ ィ シ プ リ ナ リ テ ィ( Ｔrａｎｓ'diｓｃｉｐｈｎａｒitｙ: ＴＤ) と 呼 ぶ 。 こ の 概 念 は 、 協

創( Ｃｏ-Ｃｒｅａtｉｏｎ) 、イ ノ ヴ ェ ー シ ョ ン･ 新 結 合( ｌｎｎｏｖａtｉｏｎ･ Ｎ ｅｗ Ｃｏｍｂｉｎａtｉｏｎ) 、

収 束( Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ) な ど の 概 念 を 幅 広 く 含 ん で い る 。 こ の 種 の 概 念 を 、理 念 と

し て 政 策 や 活 動 の 旗 印 に す る こ と は 多 い が 、 そ の 方 法 論 は い ず れ も 末 成 熟 な 状

況 に あ る 。

そ れ に は 種 々 の 理 由 が 考 え ら れ る。 一 つ に は 、 分 析 ・ 分 解 の 過 程 は 順 問 題 が

多 い が 、 総 合 ・ 統 合 の 過 程 に は 逆 問 題 が 多 々 含 ま れ る 。 例 え ば 、 機 械 時 計 を 分

解 す る こ と は 誰 に で も 容 易 く 出 来 る が 、 一 旦 分 解 さ れ た 部 品 を 組 み 立 て て 、 機

能 を 発 揮 す る シ ス テ ム に 戻 す の は そ う 簡 単 で は な い 。 全 て の 部 品 を 俯 瞰 し な が

ら 考 え ね ば な ら な い 。

異 分 野 融 合 の 最 初 の 試 み は 、 フ ラ ン ス 革 命 の 際 に コ ン ド ル セ が 情 熱 を 注 い だ

｢諸 学 問 の 共 和 国 構 想｣ だ と 思 わ れ る 。 人 類 共 通 の 重 要 問 題 、 即 ち 、1. 人 口 ・

食 糧 問 題 解 決 の 統 計 表 作 成 、2. 循 環 型 社 会 の 実 現 、3. 効 率 良 い 燃 焼 法 の 開 発 、

を 掲 げ て 異 分 野 の 学 者 達 を 組 織 し た の は]｡8 世 紀 の こ と で あ っ た 。 コ ン ド ル セ 自

身 は フ ラ ン ス 革 命 の 中 で 命 を 落 と し た が 、 二 の 試 み は 壮 大 な も の で あ っ た 。 爾

来 、 異 分 野 の 架 橋 ・ 融 合 の 試 み は 種 々 あ る が 、 必 ず し も 成 功 し な か っ た の は 歴

史 的 事 実 で あ ろ う。

し か し 、 今 、 脳 科 学 の 進 展 に よ っ て 、 異 分 野 融 合 の 新 た な 切 り 口 が 提 示 さ れ

よ う と し て い る 。

一 一
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◇シンポジウム1

基 調講 演　 脳と免疫系 との クロ スト ーク

九州大学病院院長･心療内科教授 久　保　 千 春

ス ト レ ス は 視 覚 、聴 覚 、 味 覚 、嗅 覚 、触 覚 な ど の 五 感 を 介 し て 中 枢 神 経 系Oj ㈲

に 影 響 を 及 ぼ し 、 脳 か ら は 自 律 神 経 系 、 内 分 泌 系 を 介 し て 免 疫 系 や 循 環 器 、 呼

吸 器 、 消 化 器 な ど の 各 臓 器 に 影 響 を 及 ぼ し て い る 。

1. 脳 と 神 経 ・免 疫 系

神 経 系 は 、 外 界 の 刺 激 を 受 容 器 で 捕 ら え て 神 経 線 維 を 介 し て 中 枢 に 伝 え る。 ま

た
、 一 部 は

自 律 神 経 系 と し て 内 部 環 境 の 恒 常 比 を 維 持 す る 。 身 体 諸 臓 器 は 交 感

神 経 と 副 交 感 神 経 の 働 き に よ っ て 調 整 さ れ て い る 。 免 疫 系 の 各 組 織 に も 自 律 神

経 系 が 多 く 存 在 し て い る 。 自 律 神 経 の 中 枢 は 視 床 下 部 に あ り 情 動 の 中 枢 も 視 床

下 部 と 大 脳 辺 縁 系 に あ る 。 情 動 は 自 律 神 経 を 介 し て も 免 疫 機 能 に 影 響 を 及 ぼ し

て い る
。 自 律 神 経 は 血

管 を 介 し リ ン パ 組 織 の 微 小 循 環 を 調 節 す る だ け で な く 神

経 線 維 の 一 部 は リ ン パ 球 の 多 い 実 質 に 延 び て お り 、 リ ン パ 球 に 直 接 作 用 し て い

る
。　リ ン パ 球 に は ａ 、 β － ア ド レ

ナ リ ン レ セ プ タ ー や ア セ チ ル コ リ ン レ セ プ タ

ー が 有 り 、細 胞 内 の ｃＡＭ Ｐ や ｃＧＭ Ｐ な ど の セ カ ン ド メ ッ セ ン ジ ャ ー を 活 性 化 す

る こ と に よ り 、免 疫 機 能 を 修 飾 し て い る 。一 般 に 、 リ ン パ 球 機 能 は 細 胞 内 ｃＡＭ Ｐ

の 低 下 に よ り 活 性 化 さ れ 、 上 昇 に よ り 抑 制 さ れ る。

そ の 他 の β－ エ ン ド ル フ ィ ン 、 エ ン ケ フ ァ リ ン 、VTIP 、 サ ブ ス タ ン ス Ｐ な ど の

神 経 伝 達 物 質 も 免 疫 機 能 を 修 飾 し て い る 。

2. 脳 と 内 分 泌 ・免 疫 系

情 動 ス ト レ ス は 大 脳 辺 縁 系 、 特 に 扁 桃 核 を 刺 激 し 、 視 床 下 部 の 室 傍 核 に あ る

ｃｏｒtｉｃｏtｒｏｐｉｎ
’ｒｅ
ｌｅａｓｉｎｇ ｈｏｒｎ!ｏｎｅ　（ＣＲＨ ） ニ ュ ー ロ ン を 活 性 化 さ せ 、 下 垂 体 か

ら 副 腎 皮 質 刺 激 ホ ル モ ン （ＡＣＴＨ ） を 分 泌 さ せ 、 続 い て 副 腎 皮 質 か ら グ ル コ コ

ル チ コ イ ド を 分 泌 さ せ る 。 グ ル コ コ ル チ コ イ ド の 免 疫 系 に 対 す る 抑 制 作 用 は 、

直 接 作 用 あ る い は メ デ ィ エ ー タ ー の 抑 制 に よ る 二 次 的 な 間 接 作 用 と し て 関 与 し

て い る 。 そ の 他 、 成 長 ホ ル モ ン 、 性 腺 刺 激 ホ ル モ ン 、 乳 汁 分 泌 ホ ル モ ン も ス ト

レ ス の 影 響 を 受 け や す く 、 こ れ ら の ホ ル モ ン は 、 免 疫 系 に 影 響 を 及 ぼ す 。
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久 保　 千 春

九州大学病院長
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昭和48 年　　　　　　　　 九州 医 学部 卒業

昭和48 年 －50 年　　　　 九州 大 学医 学部 心療 内 科研 修 医

昭和50 年 －53 年　　　　　 九州 大 学医 学部 細菌 学 研究 生

昭和53 年 －57 年　　　　　 九州 大 学医 学部 細菌 学 助教

昭和57 年 －59 年　　　　　 アメ リカ オクラ ホマ 医 学研 究 所 ｃｈｎｊｉｃａｌ ｒｅｓｅａｒch sｃｉｅｎtiｓt

昭 和59 年 －63 年　　　　　 国立 療養 所 南福 岡病 院 内科 医 長

昭和63 年　　　　　　　 九州 大 学医 学部 心療 内 科助 教

平成 ５年 ２ 月一　　　　　 九州 大学 医学 部心 療 内科 教 授

平成12 年 －20 年 ３月　　 九州 大 学大 学院医 学 研 究院 心身 医 学 教授

平成20 年 ４月 一　　　　　 九州 大 学病 院長

専門 領域 ：心身 医 学、 ア レル ギ ー学

研 究 内容 ：食事 、R郵 民、運 動 な どの 生活 習慣や ス トレ スが 病気 の発 症 ・経 過 に及 ぼ す影 響 に

つ い て神 経 ・内 分泌 ・免疫 連 関 から基 礎研 究を 行 って い る。 臨床 で は、気 管 支喘

息、 ア トピ ー性 皮膚 炎 な どの アレル ギー 系 心身 症 を 中心 に研 究 を行 っ てい る。

所属 学 会 ：

日本 心身 医学 会( 理 事、 指 導医) 、 日本 心療 内秤 農会( 理 事) 、

日本 アレル ギー 学会( 代 議員 、 専 門医 、指 導 医) 、 日本 内 科 学会( 評 議 員 、 指導 医) 、

日本 内観 医 学会( 理 事長) 、日本絶 食 療法 学会( 理 事) 、日本 自律 訓 練学 会( 理 事､ 指 導 医) 、

日本 ス トレ ス学 会( 理 事) 、 日本交 流 分析学 会( 理 事) 、 日本 うつ病 学 会( 理 事) 、

日本 女性 心身 医 学会( 理 事) 、 日本 実 存療 法学 会( 理 事) 、 日本 疲 労学 会( 理 事) 、

日本 統 合医 療学 会( 理 事) 、 日本摂 食 障害 学会( 理 事) 、 日本 催 眠 医学 会( 理 事) 、

日本 医 工学 治療 学 会( 評 議 員) 、 日本 産業 ス トレ ス学 会( 評 議 員) 、 日本 肥潰 学会

(評 議員) 、 日本 産業 精神 保 健 学会( 評 議員) 、 日本 体 質 学 会( 評 議 員) 、

日本 サイ コ オン コ ロジ ー 学会( 世 話 人) 、 日本 東洋 医 学 会( 指 導 医) 、

日本|曼性 疼 痛学 会 、 日本行 動 療 法学 会、 日本 精 陣分 析 学 会

役 職 平成６年－アジア心身 医学会会長、平成17 年一国際心ヽ身医学会事務局長

平成12 年一医薬品医薬機器総合機構専門委員、日本アロマ環境協会（顧問）

雑誌編集委員：日本医師会雑誌、教育と医学、臨床と研究、心療 内科

平成18 年一日本学術会議連携会員、日本医師会学術編集委員、

日本アレルギー協会（理事）、
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◇シンポジウム２

ストレスと脳機能画像

昭和大学精神科教授 加 藤　 進 昌

ストレスというものは、いかにもとらえどころがない。実際、ストレスとい

うのは余りに一般化しすぎた感がある。何かストレスなのか？　およそ社会生

活を営むにあたって、いわゆるストレスを受けない人生などはありえない。で

はストレスにも善玉と悪玉があるのだろうか？　ちなみにストレスによる心身

症の代表のように見られていた胃潰瘍はピロリ菌が発見されて、ストレス関係

からいまやほとんど駆逐されてしまった。やれストレスだ、タバコだ、食習噴

だ、とあげつらっていたものがすべて色槌せたわけである。私はこの講演で

PＴＳＤ( 外傷後 ス トレス障害) を題材 に、ス トレスの脳 科学、脳画像研 究をご紹

介 したい と思っ てい るが、そ の ＰＴＳＤ もひょっ として同じ道をた どるのであろ

うか。私はそ うでは ない と考 えてい る。 ＤＳＭ の精神科診断 基準で、具体的な心

因 の存在が条件 になっ ている疾患 は、ＰＴＳＤ だけである。 であ れば、ＰＴＳＤ を

研究 す るこ とによっ て、心 因 が脳 に与え る影響 を一 層明 らかに出 来るので はな

いだ ろ うか。

大事件、大災害 に遭遇した 人すべてが ＰＴＳＤ にな るわけではない。 同じスト

レ ッサーに暴露 されて も一 部の人 たち 一 大方の統計 では、ほぼ １割 から ２ 割

－ し力ヽ発症し ない の である。これをス トレスに対する脆弱性(ｖｕでＬｎｅｒａｂｍty)と

表現 す る。 最近 はそ の反対 概念 として レジ リェ ンス(ｒｅｓｉｈｅｎｃｅ)とい う言葉 もも

てはや され てい る。 では、 この感受 吐の差は どこ から来 るのであろ うか。 遺伝

か環 境か ？環境 といっ て も胎内や 幼児 期の 体験な のか ？そ のクロ ストー クは ？

これ こそ がこの 講演の 中心 テーマ であ り、最 近の脳 科学研 究の焦点 もここ に当

てら れよ うとし てい る。 私 はア レル ギーにつ いては まっ たくの素人 であ るが、

アレル ギー でも 体質 とか素 因 とかい われる のではない だろ うか。 ひ ょっ とした

ら構図はお 互い に似 通っ てい るの かも しれ ない。
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かとう　のぶまさ
加 藤　 進 昌

昭和大学医学部精神医学教室教授

昭和大学附属烏山病院院長

昭和22 年生

昭和47 年

昭和48 年

昭和50 年

昭和53 年

昭和54~6年

昭和58 年

昭和61 年

平成　８年

略 歴
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61 歳

東京大学医学部 卒業

帝京大学 精神医学教室助手

国立精神衛生研究所精神薄弱部 研究員

国立精神・神経センター神経研究所 研究員

カナダ マニトバ大学医学部 生理学教室 留学 ＭＲＣ ＦｅＵｏｗ

国立精神・神経センター神経研究所 研究室長

滋賀医科大学 精神医学教室 助教授

同　　　　　　　 教授

平成10 年　 東京大学大学院医学系研究科 精神医学分野 教授

※平成13 年４月~15年３月　東京大学医学部附属病院 病院長

平成19 年　　昭和大学医学部精神医学教室教授・昭和大学附属烏山病院院長

主たる研究領域

精神医学、神経内分泌学、ストレスと海馬可塑性、児童精神医学

・ 主 た る 所 属 学 会

日 本 生 物 学 的 精 陣 医 学 会 理 事

日 本 神 経 精 神 薬 理 学 会 評 議 員 （第34 回 大 会 長 ）

日 本 神 経 精 神 医 学 会 理 事 （ 第10 回 大 会 長 ）

日 本 て ん か ん 学 会 監 事
、
日 本 精 神 神 経 学 会 評 議 員

海 馬 と 高 次 脳 機 能 学 会 代 表 幹 事
、
日 本 神 経 内 分 泌 学 会 評 議 員

日 本 神 経 科 学 学 会 編 集 委 員
。

Ｔｈｅ Ｅ ｎｄｏｃｒｉｎｅ Ｓｏｃｉｅty; Ｓｏｃｉｅtｙ f1）ｒ Ｎ ｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ，

Ａ ｍ ｅｒｉｃａｎ Ｅ ｐｎｅｐｓｙ Ｓｏｃｉｅtｙ な ど

．｢ 臨 床 精 神 医 学｣｢ 精 神 科｣｢ Ｎ ｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ Ｒｅｓｅａｒｃｈ｣
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◇ シ ン ポ ジ ウ ム ３

Ｔｈｅ Ｂｒａｉｎ ｉｎ Ａｓtｈｍ ａ: Ｔｈｅ Ｎ ｅｗ Ｆｒｏｎtie ｒ

Ｗ ｍ ｉａ ｍ Ｗ Ｉ Ｂ ｕs ｓｅ, Ｍ. Ｄ.

Ｕ ｍ ｖｅｒｓitｙ of XVi ｓｃｏｎｓｍ

Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ ａｎ ｄ Ｐｕｂｈｃ Ｈ ｅａｌtｈ

Ｍ ａｄｉｓｏｎ, ＷI

A ｓtｈ ｍ ａ ｉｓ ｃｈａｒａｃtｅｎ ｚed b ｙ ai ｒｗ ａｙ ｉｎｎ ａｍ ｍ ａtｉｏｎ ｗhich t ｈｅｎ ｄｅtｅｒｍ ｍ ｅｓ tｈｅ

ｄｅｇｒｅｅ ｏｆ ａ ｂｒｏｎｃｈｉａｌ ｈｙｐｅｒｒｅｓｐｏｎｓiｖｅｎｅｓｓ ａｎｄ ａｉｒｎｏｗ ob ｓtｒｕｃtｉｏｎ. Ｍ ａｎy

ｆａｃtｏｒｓ ｃｏｎt ｒib ｕt ｅ tｏ ａｉｒｗ ａｙ ｉｎｎ ａｍ ｍ ａtｉｏｎ ｉｎｃｌｕ(ｈｎｇ ｒｅｃｒｕit ｅｄ ａｎｄ ｒｅｓident

ai ｒｗ ａｙ ｃｅＨｓ， ｇｅｎｅｒａtｉｏｎ ｏｆ ｉｎｎ ａｍ ｍ ａt ｏｒｙ ｍ ｅｄｉａtｏｒｓ， aiｒｗ ａｙ ｓｍ ｏｏtｈ ｍ ｕｓcle

dｙｓfｕｎｃtｉｏｎ ，ａｎｄ ｎｅｕｒｏｒｅｇｕlated p ｒｏｃｅｓｓｅｓ. Alt ｈｏｕgh int ｅｒｅｓt ｈａｓ ｅχiｓtｅｄ ａｓ

tｏ tｈ ｅ ｒｏｌｅ ｏｆ tｈｅ ｃｅｎtｒａｌ ｎｅｒｖｏｕs s ｙｓtｅｍ ｉｎ ａｓtｈ ｍ ａ， tｈｅ ｍ ａｉｎ 丘)ｃｕs in thi ｓ

ａｓｓｏｃｉａtｉｏｎ ｈａｓ ｂｅｅｎ ｓtｒｅｓｓ ａｎｄ ａｃｕt ｅ ｅｖｅｎts in b ｒｏｎｃｈ ｏｃｏｎｓtｒictｉｏｎ ｒａt ｈｅｒ

tｈ ａｎ ａ ｒｅｌａtｉｏｎｓｈｉｐ t ｏ ｕｎｄｅｒlｙlng al ｒｗ ａｙ ｉｎｎａ ｍ ｍ ａtｉｏｎｙ ｎ)det ｅｒｍｉｎｅ t ｈｅ

ｉｎｎｕｅｎｃｅ ｏｆ ｂｒａｉｎ-ｒｅｌａtｅｄ ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ ｏｎ ａｉｒｗ ａｙ ｉｎｎａ ｍ ｍ ａtｉｏｎ ， tｈｅ ｆｏｎｏｗｉｎｇ

ａｐｐｒｏａｃｈｅs ｗ ｅｒｅ ｕ ｓed ， ln initial st ｕdies ， ｗ ｅ ｆｏｕnd t ｈａt ｓtｒｅｓｓfｕl e ｖｅｎt ｓｊ ｎ

thi ｓ ｃａｓｅ ａ 丘ｎ ａｌ ｅχａｍ ｉｎａtｉｏｎ ｐｅｒiod 丘)ｒ ｃｏＨｅｇｅ ｓtｕｄｅｎt ｓ， ｗ ｅｒｅ ａｓｓｏｃｉａted

ｗith　g ｒｅａtｅｒ　 ｅｏｓinophil　 ｒｅｃｒｕit ｍ ｅｎt　t ｏ　t ｈｅ　 ａｌｒｗ ａｙ　 拓Ho ｗｌｎｇ　 ａｎtｉｇｅｎ

ｃｈ ａＨｅｎ ｇｅ. Ｂ ａｓed ｕｐｏｎ t ｈ ｅｓe finding ｓ， ｓlχ ｓｕbjects ｗ ｅｒｅ ｉｄｅｎt ｍ ｅｄ ｗit ｈ

ｉｍ ｍ ｅｄｉａt ｅ ａｎｄ ｌａtｅ ｐｈ ａｓｅ ｒｅｓｐｏｎs ｅs t ｏ ｉｎｈａｌｅｄ ａｎtigen ｓ. ln thi ｓ ｓtｕdy;

aiｒｗ ａｙ ｉｎｎａ ｍ ｍ ａtｉｏｎ ａｎｄ ｐｕｌｍ ｏｎａｒｙ ｒｅｓｐｏｎｓｅs ｗ ｅｒｅ ｄｅｎｎｅｄ ｂｙ ｓp ｕt ｕ ｍ

ｅｏｓｉｎ ｏｐｈｉｌs ａｎｄ ｃｈａｎｇｅｓ in l ｕng 趾 ｎｃtｉｏｎ ｆｏＨｏｗｌｎ ｇ ａｎtｉｇｅｎ ｃｈａｎｅｎｇｅ.

Ｆｕｎｃtｉｏｎ Ｍ Ｒ Ｉ (fMRI) ｗ ａｓ ｐｅｒfoｒｍ ｅｄ ｉｎ ｃｏｎｊｕｎｃtｉｏｎ ｗit ｈ tｈｅｓｅ ｏｂｓｅｒｖａtｉｏｎs

tｏ ｇａｉｎ ｉｎｓight int ｏ ｐｏｓｓible a ｒｅａｓof t ｈｅ ｂｒａｉｎ ， ａｎｄ ｎｅｕｒal ci ｒｃｕitｒｙ t ｈａt

ｐａｒtｉｃｉｐａtｅ ｍ t ｈｅｓｅ ｅｖｅｎts.　St ｒｏｎｇ ｃｏｒｒｅｌａtｉｏｎｓ　xｖｅｒｅ ｆｏｕnd　bet ｗ ｅｅｎ

ａｃtiｖａtｉｏｎ ｏｆ tｈ ｅ ａｎt ｅｒioｒ cing ｕlat ｅ ｃｏｒtｅχ ａｎｄ ｉｎｓｕla t ｏ t ｈｅ 伍H in l ｕng

fｕｎｃtｉｏｎ ａｓ ｀sｖell a ｓ ｒｅｃｒｕit ｍ ｅｎt ｏｆ ｅｏｓｉｎｏｐｈＨｓ tｏ tｈｅ ａｉｒｗ ａｙ Ｔｈｅｓe fmding ｓ

ｄｅｍ ｏｎｓtｒａt ｅ ａ ｌｉｎｋ ａｇｅ ｂｅt ｗ ｅｅｎ ａＨｅｒgic/ ａｓtｈ ｍ ａtｉｃ ｅｖｅｎt ｓ in t ｈｅ ｌｕｎｇ ａｎｄ

ａｒｅａs of b ｒａｉｎ. Ｔｈ ｅ ｃｏｎtnb ｕtｉｏｎ ｏｆ ａｃtiｖａtｉｏｎ ｏｆ tｈｅｓｅ ｓitｅｓ in t ｈｅ ｂｒａｉｎ t ｏ

ａｓtｈ ｍ ａ ｒｅｍ ａｉｎｓ tｏ ｂｅ ｅｓtａｂｈｓhed b ｕt ｓtｒongl ｙ ｓｕgge ｓt ａｎ ｉｍ ｐｏｒt ａｎt ｒｏｌｅ

ｐｌａｙed b ｙ tｈｅ ｂｒａｉｎ ｉｎ ａst ｈ ｍ ａ-ｒｅｌａtｅｄ ｅｖｅｎt ｓ.
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略

Ｗ ｍ ｉａｎｌ Ｗ ａｌtｅｒ Ｂ ｕs ｓｅ

Ｇ ｅｏｒｇｅ Ｒ. ａｎｄ Ｅｌａｉｎｅ Ｌ ｏｖｅ Ｐｒｏｆｅss ｏｒ ａｎｄ Ｃｈ ａｉｒ
，

Ｄ ｅｐａｒt ｍ ｅｎt ｏｆ Ｍ ｅｄ_iｃｍ ｅ

歴
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C Ｕ Ｒ ＲＩＣＵＬＵ Ｍ ＶＩＴＡＥ

ＥＤ Ｕ ＣＡＴＩＯＮ

１９６２-66　M. Ｄ., Ｕ ｍｖｅｒｓitｙ of Wi ｓｃｏｎｓｍ Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｓｃｈｏｏ１

１９６６- 67　1nt ｅｍs ｈｉｐ, Ｃｍ ｃｍ ｎａtｉ Ｇｅｎｅｒａｌ Ｈ ｏｓpital, Ｕ ｍｖｅｒｓitｙ ｏｆ Ｃｍ ｃｉｎｎａti.

1967-68　R £sｉｄｅｎｃy,lnt ｅｒｎａｌ Ｍ ｅｄｉｃｍ ｅ, Ｕ ｎｉｖｅｒsitｙ of Wis ｃｏｎｓin

1968- 70　U.S. Ａｒｍy; Ｍ ａｊｏも Ｍ ａｄｉｇａｎ Ｇｅｎｅｒａ１Ｈ ｏｓpital

1970-71　R £ｓｉｄｅｎｃｙ Ｕ ｍ ｖｅｒsitｙ of Wis ｃｏｎｓｍ Ｈ ｏｓpital

1971- 73　Re ｓｅａｒｃｈ ＦｅＵｏｗ ｍ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ,A11e ｒgｙ ＆ Ｃｈｎｉｃａｌ ｌｍ ｍ ｕｎｏｌｏｇｙ

Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ of Wi ｓｃｏｎｓｉｎ

ＥＡＣＵ Ｕr Ｙ ＡＰＰ ＯＩＮＴ Ｍ ＥＮ ＴＳ

１９７３- ７４　 Ｃｈｎｉｃａｌ ｌｎｓtｒｕｃtx）ｒ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ, Ｕ ｍ ｖｅｒｓitｙ ｏｆＭｊｎｎｅｓｏtａ Ｍ ｅ（五cal School

1974- 78　A ｓｓiｓtａｎt Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ ｏｆＭ ｅｄｉｃｍ ｅ, Ｕ ｍ ｖｅｒｓitｙ of χViｓｃｏｎｓin Medica1 School

1978-84　A ｓsｏｃｉａtｅ Ｐｒｏ柘ss ｏｒ， Ｈｅａｄ， Ｓｅｃtｉｏｎ ｏｆ Ａ Ｕｅｒgｙ ＆ Ｃｈｎｉｃａｌ ｌｍ ｍ ｕｎｏｌｏｇｙ

Ｕ ｍｖｅｒｓitｙ of Wis ｃｏｎｓｍ Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｓｃｈｏｏｌ

Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ,Ｈ ｅａｄ, Ｓｅｃtｉｏｎ ｏｆＡ１１ｅｒgｙ ＆ Ｃｈｎｉｃａｌ ｌｍ ｍ ｕｎｏｌｏｇｙ

Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ of Wis ｃｏｎsｉｎ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ｓｃｈｏｏ１

Ｗ ＡＲ Ｆ（Wi ｓｃｏｎｓｍ Ａｌｕｍ ｍ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｆｏｕｎｄａtｉｏｎ）Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ

Ｇｅｏｒｇｅ Ｒ. ａｎｄ ＥｌａｉｎｅＬｏｖｅ Ｐｒｏｆｅsｓｏｒ ａｎｄ Ｃｈａｉｒ,Ｄ ｅｐａｒtｍ ｅｎt ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

ＰＲＯＦＥ ＳＳＩＯＮ ＡＬ ＳＯ ＣＩＥＴＩＥＳ

Ａ ｍ ｅｒｉｃａｎ Ａｃａｄｅｍ ｙ ｏｆＡ ｎｅｒgｙ ＦｅＨｏｗ

Ａ ｍ ｅｒｉｃａｎ ＣｏＨｅｇｅ ｏｆ Ｐｈｙsｉｃｉａｎｓ, Ｆｅｎｏｗ

1976-　　　 Ａｍ ｅｒｉｃａｎ Ｔｈｏｒａｃｉｃ Ｓｏｃｉｅtｙ

ＥＤＩＴＯＲＩＡＬ Ｂ ＯＲＤ

１９９２- 98　A ｓｓｏｃｉａte Edit ｏｒ,Ａ ｍ ｅｎｃａｎ Ｒｅｖleｗ ｏｆＲｅｓplｒａtｏｒｙ Dis ｅａse

2003- 05　A ｓｓｏｃｉａte Edit ｏｒ, Joｕｒｎａｌ ｏｆＡ１１ｅｒgｙ ａｎｄ Ｃ１１ｎｉｃａｌ ｌｍ ｍ ｕｎｏｌｏｇｙ　 ＣＯ Ｍ Ｍ ＩｒrEES

1991- 93　1nt ｅｍ ａtｉｏｎａｌ Ｇｕｉｄｅｎｎｅｓ fbｒ tｈｅ Ｔｒｅａtｍ ｅｎt ｏｆＡｓthma

1995-　　 Ｇｕｌｄｅｈｎｅs foｒ tｈｅ Ｄｉａｇｎｏｓlｓ ａｎｄ Ｍ ａｎａｇｅｍ ｅｎt ｏｆ Ａｓtｈｍ ａ Ｃｈａｉｒ Ｐｈａｒｍ ａｃｏｌｏｇｙ

Ｓｅｃtion

1966 年　 ウ ィ ス コ ン シ ン 大 学 医 学 部 を 卒 業 さ れ ，1984 年 よ り 同 大 学 内 科 ， ア レ ル ギ ー ・ 臨

床 免 疫 学 の 主 任 教 授 を 勤 め て い ら れ る 。

長 年 ，「 ウ ィ ル ス 気 道 感 染 と 喘 息 」 に 関 す る 研 究 論 文 を 数 多 く 発 表 さ れ ， 最 近 は 「喘 息 の 脳 科

学 研 究 」 と い う 新 分 野 に 挑 戦 さ れ て い る 。

－19 －



職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

◇シンポジウム４

捺 み と脳 機 能 画 像

自然科学研究機構生理学研究所 感覚運動研究部門リサト チレジデント 望 月 秀 紀

蝉みは掻きむしらずにはいられない不快な体性感覚である。特に、アトピー

性皮膚炎などの場合、慢性的に生じる激しい蝉みが患者の心身に大きなダメー

ジを与える。現在、このような難治吐の蝉みを抑える効果的な治療法開発を目

指した様々な研究が行われている。その多くは皮膚など末梢に注目したもので

あり、これまで脳はほとんど注目されてこなかった。しかしながら、脳が蝉み

の知覚において重要な役割を果たすことから、脳も岸みの治療法開発につなが

る重要な研究対象であると考えられるようになった。このような背景のもと、

近年、ポジトロン断層法(ＰＥＴ) や機能的磁気共鳴装置(fMRI) 、脳磁図( ＭＥＧ)

などの脳機能画像法を用いた蝉みの脳科学的研究が急速に発展してきた。これ

までの研究で、前頭前野や帯状回、島、体性感覚野、運動関連領野、頭頂葉な

どの脳部位が蝉みに関係すること、特に、後部帯状回と後部島は蝉みの知覚に

おいて重要な役割を果たす可能性があることがわかってきた。また、痛みの研

究で明らかになった下行既抑制経路が悍みの抑制にも関係することもわかって

きた。その他、岸みに伴う掻破のメカニズムや、アトピー性皮膚炎患者にみら

れる岸みと掻破の悪循環( イッチ・スクラッチ・サイクル) のメカニズムなど

について、脳科学的に理解する試みも行われている。このように、脳機能画像

法を用いた岸みの脳科学的研究により、これまでまったくわかっていなかった

岸みの脳内メカニズムが少しずつ明らかになりはしめた。
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略　　　 歴

もちづき　ひでき

望 月　 秀 紀

自然秤単研究機構生理学研究所 感覚運動研究部門　リサーチレジデント

平成16 年３月

平成16 年４月～19年３月

平成19 年４月～現在

東北大学大判 完医学系研究科　卒業

国立精神・神経センター　神経研究所

生理学研究所　リサーチレジデント

－21 －
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◇シンポジウム５

に お い と 脳 機 能 画 像 － シ ッ ク ハ ウ ス 、 ア レ ル ギ ー と の 関 連

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科教授　岡本 美孝、久満 美奈子、茶薗 英明

アレルギーと脳機能について、シックハウス症候群を介した検討から考察を

行った。シックハウス症候群では、鼻粘膜刺激症状や嗅覚異常など鼻症状の出

現頻度が高く、同時にlgE 抗体産生を含むアレルギー疾患発症との関連も示唆

されている。シックハウス症候群の原因物質の一つであるホルムアルデヒドの

高濃度の暴露を受ける医学部解剖実習生を対象に、ホルムアルデヒドの鼻粘膜

に及ぼす病態、鼻粘膜を介したヒト生体への影響について検討を行った。実習

中にシックハウス症候群様の症状を訴える実習生が15 ％にみられたが、全員実

習終了後には早期に消失していた。実習前後での検査からは血中lgE 値に対す

る影響は明らかではなかった。一方、鼻粘膜ヒスタミン過敏性検査、嗅覚検査

で鼻粘膜過敏症充進、嗅覚障害の出現が認められたがいずれもアレルギー性鼻

炎の合併者であり、かつ実習終７ ４ヶ月後の再検査では改善がみられており一

過吐の変化であった。また、これら医学部実習生も含め、環境基準以下の低濃

度のホルムアルデヒドの鼻吸入が脳活動に及ぼす影響についてf ｕｎｃtｉｏｎａ１

ＭＫＩ検査を用いて検討を行った。非特異的反応を除くためクロスコリレーショ

ン法を用いて脳賦?舌部の評価をおこなったところ、実習生49 名中13 名に陽腫

反応が見られた。解剖実習中の症状発現との関連をみると、感度は72 ‰であっ

た。アレルギー、嗅覚との関連も含めて報告する。
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おかもと　よしたか

岡 本　 美 孝

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頚部腫瘍学教授

1954 年

1979 年

1985 年

1986 年

1988 年

1990 年

1996 年

2002 年

兵庫県姫路市生まれ

秋田大学医学部卒業

秋田大学大学院医学研究科卒業し、助手

米国ニューヨーク州立大学バッファロー校留学

リサーチフェローとして粘膜免疫学研究

帰国、秋田大学耳鼻咽喉科助手

秋田大学医学部耳鼻咽喉科講師

山梨医科大学耳鼻咽喉科教授

千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頚部腫瘍学教授

専門；耳鼻咽喉科学、特に頭頚部腫瘍の治療、上気道の免疫、アレルギー
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◇一般演題より参加

化学物質過敏症患者のfMRI を用いた

微量化学物質曝露時脳画像の検討

北里大学医学部衛生学公衆衛生学

三木　猛生、宮島江里子、工藤安史、角田正史、相渾好治

北里大学医学部放射線科学　　 菅　信一

北里大学薬学部公衆衛生学　　 坂部　貢

【背景と目的】ｲﾋ学物質過敏症(MCS)とは、化学物質に大量ないし長期曝露され

た後、極微量の化学物質曝露により生じる非特異的な多彩な症状を呈する病態

を指し、本態性環境不寛容状態とも呼称されるが、いまだ明確な病態機序や客

観的診断方法が存在しないのが現実である。　我列まMCS と診断された群と対

照群に室内環境指針値上り低い濃度の化学物質を曝露し、情動脳を中心とした

脳の反応を検討することで病態解明および客観的診断方法の確立への貢献を目

的とした。

【方法】MCS と診断された患者と対照者に 通常匂いを感じない程度の微量濃

度の揮発匹有機化合物(ﾄﾉ にﾝ) と、純空気、フェニチルアルコール(PEA) を吸入

してもらい、f MRT により撮像し脳の只街刮ﾋ を観察した。

【結果】 気体別での脳画像上の反応は、ﾄﾙｴﾝ25ppb で対照群と患者群では後

者が曝露によりfMRI で多くシグナル増強が見られた(p<0.05) 。また、PEA でも

同様にMCS 群の方が対照群 に比べて暴露に よる脳シグナル増強が見られた

(pく0.05)。ﾄﾙｴﾝ25ppb とPEA ではp く0.05 で、MCS 群の方が対照群に比べて吸

入により反応が見られやすかった。

【結語】 微量化学物質曝露時のf ｕｎｃtｉｏｎａ↓MRI による脳画像解析を行った。

ﾄﾉにﾝ25ppb とPEA の吸入によって脳fMRI のシグナノけ曽強反応がMCS 群の方が対

照群 よりも反応しやすかったが、その反応パターンには相違があると考えられ

た。
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◇シンポジウム６－1

アレル ギー とオピオイド　 ①喘息 モデル

東北薬科大学病態生理学教室教授 大 野 勲

ストレス誘発比喘息とは、精神的ストレスによって発症あるいは増悪する喘

息発作である。少子・高齢化や複雑な情報化社会の進展により増加する精神的

環境ストレスが、先進国における喘息患者増加の背景の一つとも考えれらてい

る。喘息の基本病態は好酸球を中心とした気道炎症であるが、近年、ストレス

による喘息増悪がTh2 反応の完進を伴う気道炎症の悪化によることが、喘息患

者や喘息モデルマウスで明らかにされてきた。さらに、ストレス負荷時に気道

炎症増悪と卒行して犬脳（前頭葉および側頭葉）の活勤性が完進していること

が初めて観察された。脳の興奮と喘息増悪の相互作用を示すものであるが、ス

トレス誘発吐喘息において、脳へのインプツト（精神的ストレス）が気道での

アウトプツト（アレルギー性喘息応答）へと至る細胞分子生物学的経路は全く

のブラツクボツクスである。一方、精神的ストレスに対する生体防御反応のひ

とつとして、エンドルフィンなどのオピオイドペプチドと受容体（μ、1（、6）の

相互作用が知られている。例えば、μ受容体へのオピオイド結合ぱ滉床下部一下

垂体二副腎皮質系の活性化を介して副腎皮質ホルモンを分泌させる。副腎皮質

ホルモン、特にグルココルチコイド、はアレルギー性気道炎症を抑制すること

から喘息治療の中心となっている。しかし、一方で、グルココルチコイドは免

疫応答をその成立過程においてTh2へと誘導することも知られている｡そこで、

精神的ストレスとして拘束ストレスを負荷したストレス誘発吐喘息モデルマウ

スを用いて検討したところ、ス卜レスが中枢神経系μ受容体を介して抗原誘発匪

気道炎症と1ﾌh2サイ卜力イン発現を増強すること、さらにこのとき気道局所リ

ンパ節紬胞における抗原特異的制御性Ｔ
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おおの　いさお
大 野　 勲

東北薬科大学病態生理学教室　教授

昭和５５年（1980 年）３月２５日

東北大学医学部　卒業

昭和５５年（1980 年）４月一平成元年（1989 年）１０月３１日

東北大学医学部第一内科

平成元年 （1989 年）１１月１日一平成２年（1990 年）６月３０日

福島県原町市渡辺病院　内科

平成２年（1990 年）７月１日一平成４年（1992 年）１０月３１日

マックマスター大学病理学教室（カナダ・ハミルトン市）

平成４年（1992 年）１１月１日一平成１２年（2000 年）７月３１日

東北大学医学部附属病院　第一内科→感染症・呼吸器内科　助手

平成１２年（2000 年）８月１日一平成１５年（2003 年）１月３１日

東北大学医学部附属病院 感染症・呼吸器内科　院内講師

平成１５年（2003 年）２月１日一平成１５年（2003 年）３月３１日

東北大学犬参院医学系研究科　助教t受

（平成１５年（2003 年）４月１日より現在に至る）

学位　医学博士　医大2074 号（平成元年）

所属学会：日本内科学会（認定医）、日本アレルギー学会（専門医、代議員）、

日本呼吸器学会（指導医）、日本感染症学会、日本結合組敞学会（評議員）、日本薬学会
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◇シンポジウム６－２

アレルギ ーとオピ オイド　 ②難治 性か ゆみと オピ オイド

順天堂大学医学部附属浦安病院院長 高 森　 健 二

かゆみには抗ヒスタミン薬の奏効するかゆみと奏効しにくいかゆみがある。

抗ヒスタミン薬が奏効し難いかゆみを難治吐かゆみといい、慢性腎不全、維持

透析患者、胆汁うっ滞卜生月干疾患、乾癖、アトピー性皮膚炎などで見られる。抗

ヒスタミン薬の奏効するかゆみの主たるメディエイターはヒスタミンであるが、

難治性かゆみの発現メカニズムに重要な役割を演じているのがオピオイド（オ

ピオイドペプチド/オピオイドレセプター）である。かゆみに関係しているオピ

オイドには岸みを誘発するμ－オピオイド系（β－エンドルフィン/μ－ レセプ

ター）と岸みを抑制するｇ－オピオイド系（ダイノルフィンベ ーレセプター）

がある。μ－オピオイド系が優位であればかゆみが誘発され、 、C－ オピオイド

系が優位であればかゆみが抑制される。難治既かゆみを呈する透析患者ではか

ゆみの強さに比例してβ－エンドルフィン/ダイノルフィンの血中濃度比が増加

し、ｇ－オピオイド系が優位になっているためにかゆみが生じていることが推

定された。この推論を明らかにするために、 、C－ オピオイド系を優位にすべく

べ:－ レセプターアゴニストを合成し、かゆみを呈する患者に投与したところ、

全ての患者の岸みが抑制され、透析による蝉みはオピオイドペプチド/オピオイ

ドレセプ ターのアンバランスにより生じていることが示された。従来、オピオ

イド系は中枢神経系にのみ発現しているとされていたが、これらは末梢組織で

ある表皮細胞にも発現していることが判明し、アトピー性皮膚炎の皮膚では 尺:

－ オピオイド系の発現が低下し、ｇ－オピオイド系が優位になっていることが

明らかにされ、アトピー性皮膚炎の岸み発現にもオピオイド系が関与している

ことが推定された。本講演では蝉み発現におけるオピオイドの関与について討

論する。
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たかもり　けんじ

高 森　 建 二

順天堂大学医学部附属浦安病院　院長

順天堂大学　名誉教授

1967 年　３月

1971 年　４月

1976 年　４月

1977 年　９月

1980 年　４月

1982 年　４月

1983 年　４月

1987 年　３月

1993 年10 月

2002 年 ４月

2005 年　４月

2007 年　４月

略 歴

順天堂大学医学部卒業

順天堂大学医学部生化学講座

順天堂大学医学部生理化学研究室

米国 Ｄｕｋｅ大学医学部皮膚科

順天堂大学医学部皮膚科学

越谷市立病院皮膚科

順天堂大学医学部皮膚科学

同上

助 手

講 師

Ｒ ｅs ｅａｒｃｈ Ａ ｓｓｏｃｉａtｅ

助 手

部 長

講 師

助 教 授

順天堂大学医学部皮膚科学（浦安病院）教授

同上

同上

順天堂大学

現在に至る

副院長

院長

名誉教授

専門領域　皮膚の生化学一般、かゆみの生理化学

皮膚炎患の病態と治療、（アトピー性皮膚炎、水庖症、脱毛症など）

血漿交換の臨床応用（自己免疫水庖症、皮膚筋炎、ＳＬＥ、重症薬疹など）

学 会 活 動　 日 本 皮 膚 科 学 会( 代 議 員) 、 日 本 研 究 皮 膚 科 学 会( 前 理 事 、 評 議 員) 、 日 本 小 児 皮

膚 科 学 会( 会 長)
、 日 本 真 菌 学 会( 評

議 員1994-) 、 日 本 乾 癖 学 会( 評 議 員) 、 日 本

皮 膚 悪 幽 動 訪学 会( 評 議 員)
、 日 本 皮

膚 ア レ ル ギ ー 学 会( 評 議 員) 、 日 本 結 合 織 学

会( 評 議 員)
、 日 本 ア フ ェ レ シ ス

学 会( 評 議 員 、 前 理 事) 、 日 本 陛 感 染 症 学 会( 理

事) 、 Ｓｏｃｉｅtｙ fbｒ lnｖｅｓtigati ｖｅ Ｄｅｒｍａtolog ｙ (ｍ ｅｍｂｅｒ).Ｓｏｃｉｅtｙ lnt ｅｒｎａtｉｏｎａｌ

Ｄ ｅｒｍ ａtolog ｙ( ｍ ｅｍｂｅｒ).

J.Ｄ ｅｒｍ ａtol.Sci.( Ａｓｓｏｃｉａte　Edit ｏｒ1990-1992)
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Semaphorin3A al le ｖiates

behaｖior in NC/Nga mice ，
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skin lesions and scr ａtching

an atopic dermatitis model ．

D ｅｐａｒt ｍ ｅｎt ｏｆ Ｅ ｎｖiｒｏｎ ｍ ｅｎtａｌ ｌｍ ｍ ｕｎ ｏ-Ｄ ｅｒｍ ａtolog ｙ ￥) ｋｏｈａ ｍ ａ Ｃｉtｙ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ

Ｇ ｒad ｕａtｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｍ ｅ

Ｊ ｕ ｎ ｋｏ 
ｙｉ
ｌｍ ａ ｇｕchi 、 Ｍ ｉｃｈｉｋ ｏ Ａｉｈ ａｒａ 、 Ｚｅｎｒo lke ｚａｗ ａ

Ｄ ｅｐａｒt ｍ ｅｎt　 ｏｆ Ｍ ｏｌｅｃｕla ｒ Ｐｈａｒ ｍ ａｃｏｌｏｇｙ ａｎｄ　 Ｎ ｅｕｎ 〕蜃ok)gy;　 ｙ) ｋｏｈａ ｍ ａ　 Ｃｉtｙ

Ｕ ｎｊｖｅｒｓitｙ Ｇｒad ｕａt ｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

Ｆ ｕ ｍ ｉｏ Ｎ ａｋ ａ ｍ ｕｒａ 、Ｎ ａｏｙ ａ ｙ ａ ｍ ａｓhit ａ 、Hl ｒｏｓｈｉ Ｕs ｕi
、'
ｎ)
ｍ ｏｎ ｏｂ ｕ Hida 、

Ｋ ｏｈt ａｒｏ Ｔ ａｋ ｅｉ 、 ￥ 〕ｓｈｉｏ Ｇ ｏｓｈｉｍ ａ

Ｄ ｅｐａｒt ｍ ｅｎt ｏｆ Ｍ ｏｌｅｃｕla ｒ Ｐａtｈｏｌｏｇｙ Ｍ) ｋｏｈａｍ ａ Ｃｉtｙ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ Ｇｒad ｕａtｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ

Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ　　 ￥)ji Naga ｓｈi ｍ ａ

7[bpical ｓtｅｒoid ｓ ａｎｄ ａｎtihi ｓtａｍ ｍ ｅｓ ａｒｅ ｃｏｍ ｍ ｏｎｌｙ ｕｓed fo ｒ tｈｅ tｒｅａt ｍ ｅｎt ｏｆ

ａtｏｐｉｃ ｄｅｒｍ ａtitis ( Ａ Ｄ). Ｈ ｏｗ ｅｖｅｒ，ｉｎ ａ ｓｕb ｓtａｎtial n ｕ ｍ ｂｅｒ of pat ｉｅｎt ｓ ｗit ｈ

Ａ Ｄ ，tｈｅｓｅ tｒｅａt ｍ ｅｎt ｓ ａｒｅ ｎｏt ｅｎｅｃtiｖｅ ｓｕ ｍ ｃｉｅｎtl ｙ ｌｎ Ａ Ｄ ｐａtｉｅｎt ｓ
， 
Ｃ-flbe ｒ in

tｈｅ ｅｐｉｄｅｒmi ｓ ｉｎｃｒｅａｓｅ ａｎｄ ｓp ｒｏｕt ， ind ｕｃｉｎｇ ｈｙｐｅｒｓｅｎｓitiｖlty; ｗ ｈｉｃｈ ｉｓ

ｃｏｎside ｒed to agg ｒａｖａtｅ the di ｓｅａｓｅ. Ｓｅｍ ａｐｈｏｒin3A( Ｓｅｍ ａ３Ａ)
， ａｎ ａｘｏｎ

ｇｕｉｄａｎｃｅ ｍ ｏｌｅｃｕle ， iｓ ａ ｐｏtｅｎt inhibit ｏｒ ｏｆ ｎｅｕｒitｅ ｏｕt ｇr ｏｗt ｈ ｏｆ ｓｅｎｓｏｒｙ

ｎｅｕｒｏｎｓ. lb in ｖｅｓtｉｇａtｅ t ｈｅ ｅｆｆｅｃt ｏｆ Ｓｅｍ ａ３Ａ ｏｎ Ａ Ｄ
， ｗ ｅ ａ

ｄｍ ｉｎｉｓtｅｒed

ｒｅｃｏｍ ｂｉｎａｎt Ｓｅｍ ａ３Ａ ｉｎtｒａｃｕt ａｎｅｏｕ ｓlｙ int ｏ tｈｅ ｓｋｉｎ ｌｅｓｉｏｎｓ ｏｆ Ｎ Ｃ/Ｎ ｇａ ｍ ｉｃｅ
，

ａｎ ａｎｉｍ ａｌ ｍ ｏｄｅｌ ｏｆ Ａ Ｄ. Ｓｅｍ ａ３Ａ ｄｏｓｅ-ｄｅｐｅｎｄｅｎtl ｙ imp ｒｏｖed ｓkin le ｓｉｏｎ ｓ

ａｎｄ ａttｅｎｕ ａted t ｈｅ s ｃｒａtｃｈｉｎｇ ｂｅｈａｖlo ｒ ｉｎ Ｎ Ｃ/Ｎ ｇａ ｍ ｉｃｅ. Hi ｓtｏｌｏｇｉｃａｌ

ｅｘａ ｍ ｉｎａtｉｏｎｓ ｒｅｖｅａｌｅｄ ａ ｄｅｃｒｅａｓｅ ｉｎ t ｈｅ ｅｐｉｄｅｒｍ ａｌ tｈｉｃｋｎｅｓｓ
， t
ｈｅ ｄｅｎｓitｙ of

in ｖａｓiｖｅ ｎｅｒｖe fibe ｒｓ in t ｈｅ ｅｐｉｄｅｒmi ｓ; ｉｎｎ ａｍ ｍ ａt ｏｒｙ ｉｎ ｍt ｒａt ｅ ｉｎｃｌｕding

mast ｃｅＨｓ ａｎｄ Ｃ Ｄ ４十 Ｔ ｃｅＨｓ, ａｎｄ ｉｎ tｈｅ ｐｒod ｕｃtｉｏｎ ｏｆ ｉｎt ｅｒle ｕkin (IL)-4 1n t ｈｅ

Ｓｅｍ ａ３Ａ-t ｒｅａted le ｓｉｏｎｓ. Ｂ ｅｃａｕ ｓｅ tｈｅ ｉｎt ｅｒｒｕｐtｉｏｎ ｏｆ tｈｅ ｉtｃｈ-ｓｃｒａtｃｈ ｃｙcle

likel ｙ ｃｏｎt ｒlb ｕt ｅｓ tｏ tｈ ｅ ｉｍ ｐｒｏｖｅｍ ｅｎt of t ｈｅ Ａ Ｄ- ｈｋｅ ｓｋｉｎ ｌｅｓｉｏｎｓ
， 
Ｓｅｍ ａ３Ａ ｉｓ

ｐｒｏｍ ｉｓing in t ｈｅ tｒｅａt ｍ ｅｎt ｏｆ ｐａtｉｅｎt ｓ ｗlt ｈ ｒefr ａｃtｏｒｙ Ａ Ｄ
， ａｓ ｗ ｅ

Ｈ ａｓ ｏｖｅｒa11

1tｃｈｉｎｇ ｄｅｒｍ ａtｏｓis.
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【セッション1 】

座長　宇佐神篤（東海花粉症研究所所長）

◇一般演題1

わが国の秋に飛散するスギ花粉について

一臨床症状への影響を抗原から検討する一

○岸川　磯子、下田　照文、西間　三馨

国立病院機構福岡病院臨床研究部

背景：春先のスギ花粉はわが国で重要な季節陛のアレルギー性鼻炎・結膜炎を

主症状とする抗原である。しかし、1995 年の大量飛散年の前年秋頃より秋にス

ギ花粉が観測されるようになった。数個から数百個のスギ花粉が捕集されてお

り、臨床症状に何らかの影響をおよぼしていることが推定され、検討されるよ

うになってきた。

目的：今回全国で通年的に空中花粉を継続調査している施設において、秋のス

ギ花粉飛散の特徴を検討する。一方、福岡市の耳鼻科を受診するスギ花粉症患

者の問診表を参考にして秋の抗原花粉の１つとして臨床症状への影響の可能性

を検討する。

方法：東北大学、新潟藤崎医院、富山大学、国立病院機構相模原病院、高崎市

佐藤呼吸器科、浜松医療センター(東海花粉症研究所)、国立病院機構三重病院、

日赤和歌山医療センター、九州大学、熊本大学、宮崎大学、鹿児島県熊毛支庁

(屋久島) および国立病院機構福岡病院において重力法( ダーラムの花粉捕集

器) で空中花粉を採取した。光学顕微鏡下で算定して1cm2 当りの花粉数に換算

して花粉捕集数とした。スギ花粉捕集総数、月別日別に分類、翌年の花粉飛散

開始日、捕集総数などとの関係を調査した。気象条件は全国の気象月報を引用

した。また福岡市内の耳鼻科を１月から６月までに受診したスギ花粉症患者の

問診表から秋にも症状が出現する頻度を調査し、年次変動の有無についても検

討した。

結果：気温が平年より高い年や、大量飛散年の前年にスギ花粉が多い。秋のス

ギ捕集数は翌年の花粉捕集総数の多少の目安になる可能性が見出された。スギ

花粉症患者は秋にも悪化している可能性はあるが、まだ疫学調査は十分でなく、

今後の検討課題である。さらに国際的な標準法のバーカードサンプラーによる

当院の測定結果とダーラム法の比較検討を行う。
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◇一般演題２

気象・粉塵・花粉による気管支喘息の増悪に関する検証

○中村陽一1、河野徹也1、磯崎淳1、川野豊1、西岡清1、渡辺孝之2、山村信一3 。

久保信雄3、山本真弓4、鈴木|真太郎4、足立満4、片岡浩巳5、井沖浩美6

1) 横浜市立みなと赤十字病院アレルギーセンター

2) 横浜市立みなと赤十字病院内科

3) 横浜市立みなと赤十字病院検査部

4) 昭和大学第一内科

5) 高知大学医学部医学贋報センター

6) 高知大学病院医療サービス課

【目的】屋外環境因子による気管支喘息の増悪は一般に認められている現象で

あるが、実際に個々の患者を対象とした報告は少ない。長期管理中の成人喘息

患者を対象として気象・粉塵・花粉の飛散状況と患者の症状・呼吸機能をモニ

ターし喘息増悪におけるこれらの環境因子の影響を解析した。【方法】対象患

者：当センターに通院中の成人喘息患者のうち当院近辺に居住の５６名。患者

モニター：喘息日誌に記載された症状とＰＥＦ。環境モニター：施設屋上に粉

塵観測装置、花粉計測装置、総合気象観測システムを設置して収集データをＤ

Ｂサーバに書き込んだ。解析：症状とＰＥＦをＤＢｲﾋして環境モニターＤＢと

統合して関連性を解析した。【結果と考察】症状出現やＰＥＦ低下のエピソード

に気象変化、粉塵飛散、花粉飛散は増悪要因として重要であるが、その程度が

各患者によって大きく異なることを明らかにした。
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◇一般演題3

ADVIA Centaｕr (CLIA法)とCAP システム(FEIA法)による
抗原特異的lgE 抗体測定の比較検討

○岩永賢司1、山藤啓史1、星 晋1、西川裕作1、内藤映理1、市橋秀夫1、山片重良1 、

池田容子1、佐野安希子1、佐藤隆司1、山瓢俊之1、佐野博幸1、

宮良高維1、村木正人1、冨田桂公1、東田有智1、久保裕一2

1) 近畿大学医学部呼吸器・アレルギー内科

2) 東大阪市立総合病院　呼吸器内科

【目的】血清中抗原特異的lgE 抗体（S－lgE ）の測定は日常の喘息診療におい

て，その診断や環境中の原因アレルゲンの検索のために必要な検査である．従

来から種々のS －lgE 検査法が使用されているが，特異院や精度の違い，測定に

時間を要することなどが指摘されている．このような状況の中，最近AI ）ＶＴＩＡ

Ｃｅｎtａｕｒ（ＣＬＩＡ法）は，あまり時間を要さずに低濃度域でもS －lgE を測定で

きる有用なシステムであるという報告がある．今回我々は，この測定系と従来

から使用されているＣＡＰシステム（ＦＥＩＡ法）とによりS －lgE 測定を行い, 両

者の比較検討を行った.

【方法】当科通院中の喘息患者を対象とし，ダユ，ハウスダスト（ＨＤ），樹木

花粉，真菌，イネ科植物花粉，雑草花粉，動物表皮，昆虫などの項目について

ＣｅｎtａｕｒとＣＡＰ によりS －lgE を測定し，比較検討を行った.

【成績】ダニ，ＨＤ，樹木花粉，イネ科植物花粉，雑草花粉，動物表皮などに対

するS －lgE のスコア一間相関は0.8 ＜ ｒ ＜1.0,ｐ＜0.001 であり，両測定法は

高い相関関係にあった．また，ＣＡＰでアスペルギルスS －lgE が検出感度以下

であった症例のうち，36 ％がＣｅｎtａｕｒでは低濃度で検出でき，この低濃度域陽

性例は呼気一酸化窒素濃度が高しM頃向にあった.

【考察】Ｃｅｎtａｕｒ は低濃度でS －lgE を検出することができ， このS －lgE 低

濃度域陽幽 こは喘息の診断的価値のあることが示唆された．
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【セッション２】

座長　東田　有智（近畿大学医学部呼吸器･アレルギー内科教授）

◇一般演題４

精神的不安およびうつ状態がアトピー性皮膚炎に及ぼす影響

免疫系および夜間掻破行動について

○渡辺千恵子

横浜市立大学医学部皮膚株教室

心理精神状態がアトピー性皮膚炎(AD) や免疫系に影響することが報告されて

い る。当院AD 外来を受診した患者のうち精神的因子の関与が疑われる38 名の

患者において、心理状態、特に不安とうつ状態が皮膚灸や免疫系および掻破行

動に及ぼす影響を検討した。心理状態の評価として自己記入式試験紙を用いて

ＡＤ 患者の心理状態を評価した。不安の指標としてはs ＴＡＩ を、うつの指標と

してはsRQ- Ｄ を用いた。夜間掻破行動の定量的解析には腕時計式モニターを

使用した。夜間掻破行動の定量的解析には腕時計式モニターを利き腕に装着し、

睡眠時の体動の測定を行った。

結果は、sＴＡＩによる状態不安(sＡ)と特 既不安(ＴＡ)のいずれもsRQ- Ｄ 値と正の

相関を示した。 また特吐不安と血清総lgE 値において正の相関がみられた。

Ｔｈ１/Ｔｈ２比は皮疹スコアおよび血清総lgE 値と逆相関を示したが、心理状態と

はいずれも相関を認めなかった。就寝時間における掻破時間の割合は心理状態

と相関を認めなかったが、ＮＫ 細胞活性と相関した。さらに、うつの境界域以上

の患者に対しセロトニン再取り込み阻害薬(ssRI) 塩酸パロキセチン(sRQ-D11

以上７名)、不安の強い患者に対してクェン酸タンドスピロン(sＴＡr lｖ以上５名)

を３ヵ月間投与した。また新たに精神科領域の薬を投与していないコントロー

ル群について皮疹と痛岸ｖＡs 、sRQ- Ｄ、sＡ値、ＴＡ 値、免疫系の動きを検討し

た。塩酸パロキセチン投与群では７名中５名、クェン酸タンドスピロン投与群

では５名中２名において改善がみられた。

以上より、不安およびうつ状態は ＡＤ を悪化させる可能性が示唆された。夜間

掻破行動はストレス解消につながり、 ＮＫ 細胞活性を回復させる可能性が考え

られた。うつの境界域以上の患者に対する抗うつ薬投与は Ａ:Ｄ の治療に有用で

あることが示唆 された。
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◇一 般演題５

唾液 中クロモ グラニン Ａ測定 を用いた、カ プサイ シン及 び

ト ルエ ン負 荷によるストレ ス反応 パターン の検討

～化 学物質 過敏 症患者と健常 者を対 象に～

○水城まさみ

国立病院機構盛岡病院

【目的】ｲﾋ学物質過敏症（ＭＣＳ）は低濃度の化学物質曝露に反応し、頭痛、め

まい、吐気、咳、息苦しさ、筋肉痛、動悸、集中力低下、不安感、下痢など多

臓器の症状を呈し、重症化すると日常生活にも支障がでてくる疾患である。　し

かし、症状は不定愁訴に近く、確定診断が困難な場合が少なくない。当院では

2002 年12 月より化学物質過敏症外来を開設し、ＭＣＳ診断のための客観的指標

について検討してきた。この中で、ＭＣＳではトルエン負荷時の近赤外線酸素モ

ニター（ＮＨ１０-200）による脳血流量測定にて低下する症例が多いこと、カプサ

イシン負荷による咳感受性が健常者に比較して充進していることを明らかにし

てきた。今回は高感度精神的ストレス指標として注目されている唾液中クロモ

グラニン Ａ（ＣｇＡ）をトルエン及びカプサイシン負荷前後で測定し、両者の化

学物質がＭＣＳ患者へ及ぼす影響に差異があるのか、非ＭＣＳ患者との差異があ

るのかについて検討した。

【対象および方法】トルエン負荷はＭＣＳ患者６名（男３名、女３名）と健常

者４名（女４名）に実施した。方法はテドラーバッグにトルエン濃度が1.０ｐｐｍ

になるように調整し、ケナフのマスクにて吸入させ、吸入時に立位負荷をかけ

て酸素ヘモグロビンを測定した。カプサイシン負荷はＭＣＳ患者６名（男３名、

女３名）と僣敗咳獄を有する非ＭＣＳ患者６名（男２名、女４名）に行なった。

【結果】トルエン負荷での唾液中ＣｇＡはＭＣＳ患者で負荷後に有意に上昇した

が、健常者では有意な変動はなかった。一方カプサイシン負荷では、ＭＣＳ患者

と|曼性咳獄を有する非 ＭＣＳ患者とも唾液中ＣｇＡはいずれも負荷前後で有意な

変動はなかった。

【結論】ＭＣＳ患者ではトルエン負荷およびカプサイシン負荷ともに陽敗反応を

示す症例が大部分であったが、唾液中ＣｇＡ反応には明らかな差異が認められた。

今回の結果は ＭＣＳ 患者において自律神経症状を含む多臓器の症状を呈する機

序の解明に糸口を与えるものであった。今後、種々の化学物質負荷時の、脳局

所の機能と症状との関連についてf MRI などを用いて検討していく予定である。
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◇一般演題６

マイナス電荷空気環境の生体影響の観察

一精神・神経・内分泌・免疫ネットワークへの影響について一

○大槻呻｣巳1、高橋一聡2、間瀬昭則2 、河戸隆2、小谷宗男2、阿見和久2、松島弘樹3、

自潰毅4、吉松道晴4、西村泰光1、前田恵1、村上周子1、林宏明1、熊谷直子1、

森本兼異3

1) 川崎医科大学衛生学

2) 積水ハウス株式会社総合住宅研究所

3) 大阪大学大学院医学研究科社会環境医学

4) アーテックエ房株式会社

【背 景 と 目 的 】 近 年 ， 室 内 環 境 に よ る 健 康 障 害 が 問 題 と な り ， 健 康 増 進 な ど に

寄 与 す る よ う な 室 内 環 境 の 構 築 も 必 要 と な っ て き て い る 。 マ イ ナ ス イ オ ン と 通

称 さ れ る 室 内 電 荷 環 境 も そ の 一 つ だ が 生 体 影 響 に つ い て 充 分 な 解 析 が 行 わ れ て

は い な い 。 入 室 型 （2.5 時 間 ） な ら び に 滞 在 型 （２ 週 間 ） で の マ イ ナ ス 電 荷 空 気

環 境 の 精 神 ・ 神 経 ・ 内 分 泌 ・ 免 疫 ネ ッ ト ワ ー ク （ＰＮＥＩ-Ｎ Ｗ:

ｐsｙｃｈＥ ｎｅ回（ｙ ｅｎｄｏｃｒｉｎｏ-ｉｍ ｍｕｎｅ Ｎ ｅtｗ ｏｒｋ）へ の 生 体 影 響 を 検 討 し た （川 崎 医

科 大 学 倫 理 委 員 会 承 認 ） の で 報 告 す る 。

【方 法 】 京 都 府 木 津 川 市 （実 験 当 時 ： 相 楽 郡 木 津 町 ） の 積 水 ハ ウ ス 総 合 住 宅 研

究 所 内 の 半 地 下 室 （入 室 型 試 験 ） な ら び に 社 員 寮 （滞 在 型 試 験 ） 内 に 木 炭 微 粉

末 塗 料 に 電 荷 を か け マ イ ナ ス 帯 電 で き る 実 験 室 ３ 室 と ， 色 ・形･ 内 部 の 備 品 等 ，

外 見 上 差 異 の な い 対 照 室 を 作 製 し ， 入 室 型 試 験 で は イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト

を 得 た 健 常 人 そ れ ぞ れ60 名 に2.5 時 間 の 入 室 を 行 い ， 滞 在 型 で は イ ン フ ォ ー ム

ド コ ン セ ン ト を 得 た 社 員 研 修 者 に 対 照 室 ２ 週 間 ， 実 験 室 ２ 週 間 の 滞 在 （昼 間 帯

は 社 内 で 研 修 ） を 行 い ， 前 後 に ＰＮＥＩ-Ｎ Ｗ に 関 連 す る サ イ トカ イ ン や 免 疫 グ ロ

ブ リ ン･ 唾 液 ス ト レ ス ホ ル モ ン･ 自 律 神 経 系 （フ リ ッ カ ー･ 重 心 同 様･ 心 拍 モ ニ タ

ー 等 ）･ 血 液 粘 度（Ｍ Ｃ-Ｆａｎ）･一 般 的 事 項 に 関 連 す る 生 体 反 応 を 検 討 し ， そ の 前 後

で の 変 化 が 両 室 で 異 な る か ど う か を 検 討 し た 。

【結 果 と 考 察 】 特 徴 的 な 結 果 は ， 入 室 型 で はIL-2 の 産 生 充 進 ， そ し て ， 滞 在 型

で は ＮＫ 活 性 の 充 進 で あ っ た 。 マ イ ナ ス 電 荷 環 境 の 短 期 間 曝 露 は ， 特 に ＰＮＥＩ

ネ ッ ト フ ー グ に 良 好 と 考 え ら れ る よ う な 影 響 を も た ら し た と 想 定 で き ， 主 作 用

は 繰 り 返 さ れ るIL-2 産 生 に 誘 導 さ れ る ＮＫ 機 能 の 活 性 化 と 考 え ら れ た 。 今 後 は

居 住 型 モ ニ タ ー も 必 要 と な っ て く る か も 知 れ な い 。
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【セッション３】

座長　土橋　邦生(群馬大学医学部保健学科教授)

◇一般演題7

建築物解体作業で発生する粉塵中のアスペルギルスが
増悪因子となったと考えられるアレルギー性呼吸器疾患の２例

○豊嶋幹生1、田久保康隆2、長博之2、千田金吾3、須田隆文3

1) 浜松労災病院呼吸器科

2) 浜松労災病院呼吸器外科

3) 浜松医科大学第二内科

（背景と目的）建築物解体作業で発生する粉塵中にアスペルギルスが含ま

れており，病院の増改築時に日和見感染症の原因となることが知られてい

る。今回，解体作業中に発生する粉塵中のアスペルギルスが増悪因子とな

ったと考えられる気管支喘息とアレルギー性気管支肺アスペルギルス症

の症例を経験したので報告する。（症例1 ）36 歳，男性，３歳より気管支

喘息を発症し，18～25 歳頃は症状が軽快していたが，平成18 年11 月20

日解体作業後より喘息発作を生じたため受診した。末梢血好酸球12.2 ％，

lgE 34101U/m1 ， ＲＡＳＴ アスペルギルス（3十），外来でのプロカテロール

吸入，ベサベタゾン点滴にて改善せず入院となり，ペサベタゾン，イソプ

ロテレノール持続点滴を行い改善した。防塵マスク着用および粉塵の回避

を指導し，テオフィリン，モンテルカスト，ＨＦＡ－BDP 800 μg，サルメ

テロール投与にて，以後，喘息症状なない。（症例2 ）27 歳，男性，６歳

頃より気管支喘息発症し，軽症間欠型であったが，解体作業に従事し，平

成18 年10 月 ９日より咳瞰，喀痰，右胸痛が出現したため10 月11 日受

診した。胸部 ＣＴ上右S3 に気管支拡張，粘液栓子，末梢血好酸球7.1 ％，

lgE 6290 1U/m1 ， ＲＡＳＴ アスペルギルス（5十），アスペルギルス抗体陽

性，気管支鏡検査にて右B3 に粘液栓子を認めた。 ＡＢＰＡの診断にてPSL

30mg/ 日内服を行い改善した。防塵マスク着用,粉塵回避,BUD 1600 μg，

サルメテロール，トシル酸スプラタスト投与にて再燃はない。（考察）建

築物解体中に発生する粉塵中のアスペルギルスがアレルギー性呼吸器疾

患の発症・増悪因子となる可能性を念頭に置くべきと考えられる。
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◇一般演題８

ファイバースコープ消毒薬を抗原としてアナフィラキシーを

発症した３症例

○山口正雄1、鈴川真穂2、節原雄一一1、川上綾子1、綴織力也1、小宮明子1、関谷　剛１

山田浩和1、山本一彦1、木村美和子3、二藤隆春3、飯倉元保4

1) 東京大学アレルギー・リウマチ内科

2) 帝京大字内科　呼吸器アレルギー

3) 東京大学耳鼻科

4) 災害医療センター呼吸器

我々は最近３年間で、喉頭ファイバー検査施行直後に発症したアナフィラキシ

ー３症例を当院で経験した。各症例の発症前の経過は以下の通り。症例1 :20

歳代女既、声帯良幽 重瘍で術後定期的に他院にて経過観察を受けていた。症例

2 :30 歳代男性医師、教育実演目的で自らにファイバーを複数回施行していた。

症例3 :50 歳代男性、咽頭腫瘍で経過観察を受けていた。血清lgE は軽度高値

（症例１）または正常 （症例２，３）。即時型皮膚反応（症例１，３）、患者好

塩基球ヒスタミン遊離試験（全症例）を施行し、いずれもファイバー消毒薬フ

タラールで陽比 ＥＬＩＳＡ系を作成し、３症例とも血清中のフタラール特異的lgE

を検出した。【考察】機序は特異的lgE が関与するＩ型反応であり、３例とも感

作の機会が存在したと考えられた。ファイバー洗浄徹底後は喉頭ファイバー再

検査が可能であり、当院では洗浄液の変更は行っていない。
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◇ 一般演題９

チ オグリコ ール酸アンモニ ウム による職業性 接 触皮膚炎 の １例

○杉浦真理子　杉浦啓二

第一クリニック皮膚科・アレルギー科

症例は19 歳、女 圧 職業は美容師。 16歳から美容師見習いとして仕事をはし

めた。 17歳からパーマネントウェーブ担当となった。その2-3 か月後よ り両手

に皮疹を認めた。ゴム手袋を使用し手を保護したが皮疹は改善せず。精査目的

で受診した。職場では、シャンプー、リンス、トリートメント、ヘアカッ　ト、

ヘアダイ、パーマネントウェーブ、ブローの作業を担当していた。使用してい

た製品とクリニックで準備したチオグリコール酸アンモニウム、ヘアダイシ リ

ーズ、ラテックス、ゴム関連物質シリーズの皮膚テストを施行した。オープン

テストでパーマネントウェーブ液と配合成分のチオグリコール酸アンモニウム

に卵生反応を認めた。その他の物質の皮膚テストは陰性であった。
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-

【セッション ４】

座長 山口 正雄(東京大学アレルギー･リウマチ科講師)

◇ 一 般 演 題1 ０

る抗ヒスタミン剤前投与
の 効 果 の 検 討

○河野哲也1,2 、深堀　範２、廣瀬裕子2、泊　慎也3、福島千鶴2、松瀬厚人2。

河野 茂2

1) 医療法人光晴会病院内科

2) 長崎大学医学部・歯学部附属病院第二内科

3) 佐世保市立総合病院内科

緑 茶 製 造 工場 に 勤 務 す る21 歳 男 性 の 、緑 茶 粉 塵 に よ る 職 業 性 喘 息 と緑 茶 ア レ ル

ギ ー の 一 例 を 経 験 し た 。 緑 茶 工 場 に は 約 ２ 年 勤 務 して お り、 こ れ ま で に気 管 支

喘 息 の既 往 は 無 く 、 平 素 緑 茶 を 飲 む 習 慣 は 無 か っ た 。 外 食 の際 に 出 され た 緑 茶

を 摂 取 し た 後 に 口 唇 の浮 腫 と 激 しい 咳 瞰 が 出 現 に て 近 医 を 受 診 、 当初 は 外 食 時

に 摂 取 し た魚 介 類 に 対 す る食 物 ア レ ル ギー を 疑 わ れ 精 査 加 療 を 受 け てい た。

後 日緑 茶 再 摂 取 後 に 、 全 身 の 紅 斑 、湿 疹 、 呼 吸 困 難 感 に 続 い て 意 識 消 失 を 来 た

し 、 シ ョ ッ ク 状 態 に て 救 急 搬 送 と なっ て い る。 こ の とき は 緑 茶 の み の摂 取 で あ

っ た た め 、 緑 茶 に 対 す る ア レ ル ギ ー を 疑 い 長 崎 大 学 第 二 内 科 へ 精 査 加療 目的 に

て 紹 介 入 院 とな っ た。

緑 茶 喘 息 はShi ｒai 等 に よ り ＥＧＣｇに よる Ｉ型 ア レル ギ ー で あ る こ と が 報 告 され

て い る 。 本 症 例 で も 緑 茶 喘 息 を 疑 い 、 既 報 に 沿 っ て ＥｐｉｇａＨｏｃａtｅｃｈｉｎ ｇａＵａtｅ

(ＥＧＣｇ)の 吸 入 誘 発 試 験 と皮 内 テ ス ト を 施 行 し 、ＥＧＣｇ に よ る気 管 支 喘 息 と食 物

ア レル ギー で あ る と確 定診 断 を 得 た。

さ ら に 、 今 回 我 々 は 本 症 例 に お い て抗 ヒ ス タ ミ ン剤 前 投 与 に よ る ＥＧＣｇ 吸 入 に

対 す る 抑 制 も確 認 し た の で 報 告 す る。
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◇一般演題11

ケンフェロールの抗アレルギー活性発現におけるHO-1 の役割

○太田裕以1、川部　勤2,3、松島充代子2,3、廣瀬悦子1、平山達也1、高木健三2

1) 名古屋大学大郭 完医学系研究科

2) 名古屋大学医学部保健学科

3) 名古屋大学予防早期医療創成センター

【目的 】 こ れ ま で に 我 々 は フ ラ ボ ノイ ドで あ る ケ ル セ チ ン が ｈｅｍｅ ｏｘｙｇｅｎａｓｅ

(ＨＯ)-1 を 介 し て抗 ア レ ル ギー 作 用 を示 す こ とを 明 ら か に し て き た 。ＨＯ-１ は抗

炎 症 活 性 を 持 ちヘ ム を ビ リベ ル ジ ン 、一 酸 化 炭 素( ＣＯ)、鉄 さ ら に は ビ リル ビ ン

に 分解 す る。ま た Ｈ Ｏ-１ は 転 写 因 子 ＮＦ-E2- ｒｅｌａtｅｄ ｆａｃtｏｒ 2 (Ｎｒf2)に よ っ て 制 御

さ れ て い る こ と が知 ら れ て い る。 本 研 究 で は ケ ル セ チ ン に 類 似 した 構 造 の フ ラ

ボ ノイ ド で あ る ケ ン フ ェ ロ ール に お い て 、抗 ア レ ル ギ ー 作 用 と ＨＯ-１ の 関 係 、

さ ら に は ケ ン フ ェ ロ ー ル に よ る Ｈ Ｏ-１発 現 と Ｎｒf2 の 関 与 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。

【方 法 】 ラ ッ ト 肥 満 細 胞 株 ＲＢＬ-2H3 を 使 用 し た 。 ケ ン フ ェ ロ ー ル の 作 用 は

A23187 ま た はlgE 刺 激 後 の脱 穎 粒 に 対す る 作用 、お よ び ＨＯ-１ の 発 現 で 評 価

し た 。 Ｎｒf2 の 核 移 行 に つ い て は 免 疫蛍 光 染 色 に よ り確 認 し た。 ＨＯ-１ の 代 謝 産

物 と して ビ リル ビ ン を 使 用 した 。

【結 果･ 考 察 】ケ ン フ ェ ロ ー ル は 濃 度お よ び 曝 露 時 間依 存 的 に 脱 穎 粒 を 抑 制 し 、

曝 露4 時 間 後 よ り ＨＯ-１の 発 現 を 増 強 させ 、そ の 発 現 は24 時 間 後 ま で 持 続 し た。

ま た 、 ケ ン フ ェ ロ ー ル の 脱 穎 粒 抑 制 効 果 は ＨＯ-１ の 措 抗 阻 害 剤 で あ るt ｉｎ

ｐｒｏtｏｐｏｒph ｙｒin IX (ＳｎＰＰ)に よ り解 除 され た。 さ ら に Ｎｒf2 は ケ ン フ ェ ロー ル 曝

露 後 、 細 胞 質 か ら 核 へ 移 行 し た 。 以 上 の 結 果 よ り 、 ケ ン フ ェ ロ ー ル は 肥 満 細 胞

にお い て ＨＯ-１ の 発 現 を 増 強 させ るこ と に よ り 抗 ア レ ル ギ ー 作 用 を 示 し 、 二の

ＨＯ-１ の 発 現 に は Ｎｒf2 が 関 与 す る こ と が示 唆 され た。 さ ら に 、ＨＯ-１ 代 謝 産 物

であ る ビ リ ル ビ ン の効 果 も検 討 し、 ケン フ ェ ロ ー ル の Ｈ Ｏ-１ を 介 し た 抗 ア レ ル

ギー 作 用 の機 序 に 関 し て 報 告 す る。

－43 －



職業・環境アレルギー誌　16（1）2008

◇一般演題12

新しいアレルギー対策システム導入住宅の喘息症状軽減効果の検討

○土橋邦生1、久田剛2、小河原はっ江1、三田柚暉章3、清水泰生1、宇津木光克1、原沢

浩毅4、石塚全2、森昌朋2

1) 群馬大学医学部保健学科

2) 群馬大学大学院　病態制御内科学呼吸器・アレルギー内科

3) 足利工業大学　工学部　建築学科

4) ハラサワホーム株式会社

環境の改善は、喘息患者の症状の軽減に有効とされている。特にＰＭ１０と呼ば

れる微粒子や抗原は、喘息症状の悪化因子であり、これらを除去することによ

り喘息症状改善が期待される。今回これら微粒子を除去できる新しいシステム

を装備した住宅が開発されたので、このアレルギー対策住宅に転居する無症状

無治療者を対象に、転居前と転居後で、気道炎症の変化を検討したので報告す

る。方法は、転居１か月前、転居後１か月後、３か月後に、転居者の呼気中の

一酸化窒素（ＮＯ）濃度と肺機能を測定した。夫婦どちらかが高いＮＯ値を示

した３家族において、高ＮＯ値を示した３人の呼気中のＮＯは、２人において

転居により低下し、その後も低値が持続した。喫煙者である１人は低下しなか

った。肺機能でも１秒率の低下していた１人は、転居後正常化した。低ＮＯ値

の配偶者は、ＮＯも肺機能も転居により変化はなく正常であった。以上のごと

く、アレルギー対策住宅への転居は、呼気中のＮＯを低下させ、気道炎症を抑

える効果が示唆された。しかし、喫煙者は、自ら喘息悪化因子を吸入するため、

転居により気道炎症に改善は見られず、禁煙の重要性も示唆された。
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【セッション５】

座長　杉山　温人（国立国際医療センター呼吸器科医長）

◇一般演題13

スギ花粉症合併喘息患者における花粉飛散時期の鼻炎および喘息症
状増悪に対するプランルカストの効果の検討

○渡漫直人1,2、星野 誠1、中川武正3、宮輝輝臣1

1) 聖マリアンナ医科大学呼吸器・感染症内科

2) 城西国際大学総合福祉学科

3) 白浜町国民健康保険直営川添診療所

目的）通院加療中の気管支喘息患者のうちスギ花粉症を合併している20 名（年

齢27 －70 歳：平均48.9 歳、男性ｎ 名、女陛９名）を対象にプランルカストの

投与による喘息症状増悪・花粉症症状抑制効果を検討した。

方法）対象患者に事前のアンケート調査を行った。スギ花粉飛散時期にプラン

ルカストの前投与を行い、鼻炎点数の症状項目を追加した喘息日誌を記載して

もらった。投与期間は６週以上とし投与６週間の前後で喘息日誌より症状を点

数化し、肺機能検査結果と合わせて評価した。調査期間中の服薬状況に変動は

ない。

結果）スギ花粉症による鼻炎症状は3.00 点から2.63 点へ改善が認められた。ま

た、事前のアンケート調査により過去３年以内のスギ花粉飛散時期に喘息症状

が悪化した症例は対象噫者中12 名存在したが、プランルカストの投与によりこ

れら全員の喘息状態の悪化は認められなかった。

考察）スギ花粉症合併喘息においてスギ花粉飛散時期にプランルカストを前投

与することは喘息症状の増悪抑制および花粉症症状の軽央に有効であることが

示唆された。
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◇一般演題14

環境アレルゲンによるプリックテストにおよぼす
ロイコトリエン受容体措抗薬の影響について

○西原冬実、中込一之、高久洋太郎、山口剛史、佐藤長人、萩原弘一、金沢実、永田真

埼玉医科大学呼吸器内科

[目的] 環境アレルゲンによるブリックテストに影響を及ぼす薬剤としてH1 受

容体措抗薬が知られるが、ロイコトリエン受容体措抗薬(ＬrＲＡ)については回報

が乏しいため、臨床的に検討を行った。

[対象と方法] 埼玉医科大学病院アレルギー・喘息センターに通院中の成人気管

支喘息患者で、モンテルカスト内服中と、治療の経過に伴い内服が中止となっ

た後４週以上経過した時点で、各々ブリックテストを施行しえた症例について。

環境比アレルゲンに対する即時反応を比較検討した。ブリックテスト施行者、

判定者は同一医師がお二なった。

[結果]モンテルカスト内服中、中止後で比較した場合、ダニ、スギ、ヨモギ、カ

モガヤの各アレルゲンによる発赤計と膨疹計は各々有意な差は認められなかっ

た。

[考察]モンテルカストがブ リックテストに及ぼす影響は乏しい結果であった。ア

レルギー疾患における病因アレルゲンの検索法としてブリックテストを用いる

場合、ＬrＲＡ を中止する必要は基本的にないと考えられた。
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◇一般演題15

過敏性肺炎における炎症性メディエーターの意義

○小野恵美子、谷口正実、三田晴久、東　憲孝、梶原景一、谷本英則、福冨友馬、

押方智也子、関谷潔史、粒来崇博、釣木渾尚実、大友　守、前田裕二、森　晶夫、

長谷川員紀、秋山一男

国立病院機構相模原病院　臨床研究センター

【背 景 】ア レル ギー 性 炎 症 の み な らず 肺 の線 維 化 に も Ｃｙｓtｅｉｎｙl leｕkot ｒｉｅｎｅｓ

(ＣｙｓIJs) が 関 与 し て い る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る。 ま た 過 毎け生別i炎( ＨＰ) 動

物 モ デ ル に お い て マ ス ト細 胞 欠 損 マ ウ ス で は そ の 炎 症 像 が 有 意 に 軽 度 で あ る こ

と が報 告 され て い る。

【目的 】ヒ ト ＨＰ 活 動 期 に お け る ＣysLJ ｓとマ ス ト細 胞 の 関 与 を 明 ら か にす る。

【方 法 】対 象 はHP37 例 。ＨＰ 活 動 期 と改 善時 に 既 報 の 方 法 で 尿 中 メデ ィ エ ー タ

ー の評 価 を行 っ た。 測 定 項 目 は Ｌｅｕｋｏtｒｉｅｎｅ Ｅ４(ＵrE4) ，ＥｅｏｓｉｎｏｐｈＵ-deｒiｖｅｄ

ｎｅｕｒｏtｏｘin( ＥＤＮ) ，9a,116-p ｒｏｓtaglandin F2 (9a,11B- ＰＧＦ２)，Ｌｅｕkotｒiene B4

91ｕｃｕｒｏｎｉｄｅ(Ｌr ＢＧ)と した 。ＨＰ 活 動 期 に は 血 清 ＫＬ-6 濃 度 ，拡 散 能 を含 め た 呼

吸 機 能 検 査 を施 行 し た。 ま た ， 比 較 対 照 と し て 喘 息 発 作 症 例22 例 と健 常 人13

例 を 用 い た。

【結 果 】Ｈ Ｐ 活 動 期 に は喘 息 発 作 群 を上 回 る 著 明 な ＵrE4 お よび9a,116- ＰＧＦ２

濃 度 の 上 昇 を 認 め( ＬrE4: ｍｅｄｉａｎ， 685 ｖｓ. 270 pg/mg- ｃｒ， ｐ＝0.006 ，9(1 ，

11B- ＰＧＦ２: ｍｅｄｉａｎ, 445 ｖｓ. 122 pg/mg- ｃｒ, ｐ＝0.008) ， 病 状 改 善 と と も に ＬrE4

お よび9a,116- ＰＧＦ２ 濃 度 は 速 や か に低 下 し た( ｐ＜0.001) 。ＨＰ 活 動 期 に は ＵrE4

濃 度 と9a,116- ＰＧＦ２濃 度 は 良 好 な 相 関 を示 し た( ｒ＝0.745, ｐ＝0.011) 。 経 過 中 ，

ＥＤＮ 、ＵｒＢＧ 濃 度 は 明 ら か な 変 化 を認 め な かっ た。ま た ，ＨＰ 活 動 期 に は Ｕr Ｅ４

濃 度 と血 清 ＫＬ-6 値( ｒ＝0.757, ｐ＝0.023) ， ％ＤＬＣＯ( ｒ＝-0.782 ，p＝0.033) は い

ず れ も相 関 を示 し た。

月

ぐ

心
る こ と を 示 し て お り 、

ヒトＨＰ においてもｃｙｓｕrｓが病態に関与してい

その由来がマスト細胞である可能性が推測された。
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【セッション６】

座長　長谷川　屏紀( 国立病院機構相模原病院臨床研究センター副センター長)

◇ 一 般 演 題16

The en ｖiro皿ental cont ａｍｉｎａｎt benzo(a)pyrene ind ｕced

interle ｕkin 8 prod ｕction by h ｕⅢan kerat inocytes.

○辻　学、高原　正和、内　博史、師井　洋一、古江　増隆

九州大学大判完医学研究院皮膚科学

現在、環境汚染は世界的な問題であり、その原因物質の一つであるダイオキシ

ンは、人体に様々な影響を及ぽすことから問題となつているo ダイオキシンの

影響については、 二れまで、悪t判重瘍、代謝内分泌炎唇、アレルギ一性疾患、

自己免疫性疾患については数多くの報告がある一方で、自然免疫への影響につ

いては、殆ど検討されていないo そこで今回、我々は、屎境汚染物質の中で、

デイーゼル排気ガスや夕バコの煙に含まれるダイオキシンであるべンゾピレン

を、ヒ卜ケラチノサイ卜に投与し、白然免疫で重要とされるIL ―8 ・ IL- I β産生

にどのような影響を与えるか検討を行つたoリアル夕イムPCR を行つたところ、

ダイ オキシンのレセプ夕ー（AryI hydjrocarbon Receptor ）遺伝子であるj 力7?

は、投与後 ２ 時開をビ一クに発現の増加が認められたo また、べンゾビレン投

与３時間後より、瓦 ぞの発現の増加が認められたｏ
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◇一般演題17

成人遷延性・慢性咳瞰患者および喘息患者における百日咳抗体価の
検討

○竹田知史、新実彰男、松本久子、伊藤功朗、

大塚浩二郎、小熊毅、中?台仁志、井上英樹、

京都大学医学部呼吸器内科

山口将史、松岡弘典、陣内牧子、

三嶋理晃

【背 景】成人 百 日咳患者 の増加 が指摘 されてい る．欧 米で は百 日咳は成 人 咳瞰

患者(2-3 週以上) の13-20 ％を占めるとされ る.

【目的】成人遷延 陛(3-8 週) ・僣 匪( ＞8 週) 咳瞰 患者，喘 息患者にお け る百 日

咳菌感 染の関与 を検討す る.

【方法】2007 年 １月-12 月 に当科外来で抗 ｐｅｒtｕｓｓis tｏｘｉｎ ｌｇＧ 抗 体を測 定 し，

同抗 体≧100 EU/m1 にて百 日咳菌感 染症 と診 断 した( ｄｅ Ｍｅｌｋｅｒ ｅt a1. J Clin

Micｒobio1 2000). また遷延性 丿曼性咳瞰 患者 の症状を質 問表 にて調 査 した.

【結果 】遷延 性咳瞰69 例中 ８例(11 ％)／|曼性 咳瞰95 例中 ６ 例(8 ％)，有症 状

喘息238 例中16 例(7 ％)で上記 基準を満 た した．遷延性 ・僣 陛咳獄 の高 頻度 ３

痴 患( 咳喘息 ・非 百 日咳感染後 咳瞰 ・百 日咳) で は， 百 日咳 と非 百 日咳感 染 後

咳瞰 で咳喘息 と比 べて咳の持続 期間が 有意 に短く ，先行感 染症状 が有 意 に多 か

った ，非百 日咳感 染後 咳瞰で咳 喘息 と比べて 倦怠感 の先 行 と後 鼻漏 の随伴 が 有

意に多 かっ た．百 日咳に裡 数的 とされる ３ 症状 ㈲珈軟発作 ・吸気 時喘鳴 ・咳 獄

後嘔吐) お よび 百 日咳小児例に 特に樹 数的 とされる症状( 無 呼吸 ・チ ア ノーゼ)

の頻度は ３群間 で有 意差を認 めな かった ．有 症状喘息16 例では過 半数で先 行感

染 を伴い，殆 どで咳瞰 の増悪を認 めた.

【結論 】百 日咳菌感 染症 が，遷延 匪・慢性 咳獄 の一 部で原 因 とな る が，先 行感

染 症状を 伴 う咳瞰 以外 の特徴的 な症状 に 乏しく ，非 百 日咳感 染後 咳獄 よ り非 特

異的 な臨床 症状を 呈した．また喘息の増 悪因子 として考慮す る必要性 があ る．
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◇ 追 加 報 告

気 道 ア レ ル ギ ー 疾 患 に 対 す る 、 室 内 環 境 特 に 炊 事 燃 料 、 薪

＝　--･・　　　-二-　　　--　--　　　　　　　　　-　　-　二　　　－　－
使用と木炭使用
Proｖinceにおける

○牧野荘平、中江公裕、伊藤文明

慢性呼吸器痴患コントロール協力センター

【背 景 】喘息、 アレル ギー性 鼻炎 などの気道 アレル ギー痴 患の発症に環 境 が大

き く関与 してお り、多 くの危 険因 子が示 されている。 われ われはフ ィリピン の

中部 Ｇｕｉｍａｒａｓ　Ｐｒｏｖｉｎｃｅ におい て喘息、アレル ギー性 鼻炎 、ＣＯＰＤな どの

頻 度の調 査を 実施 し、同時 に調 査環境因子 の一つ として炊 事の燃料 の種類 と喘

息 、ア レル ギー性鼻炎 の頻度の 関連を検討 した。

【方法 】人 口約 １６万 の Ｇｕｉｍａｒａs Ｐｒｏｖｌｎｃｅ におい て無作為に ２０歳以 上の成

人 １，８ ７ ９名 （男 性 ８１ ９名 、 女性 １， ０６０名 ）選 び、所 定の質問票 に従

っ て喘 息、アレル ギー性 鼻炎 の 頻度と家 庭での炊事燃料 の種類な どを調査 した。

６－ ７歳 の小児は訪 問 した家 庭の から選ばれ た６０ ５名 （男児 ３ １５名 、女児

２９０名） を調 査対象 とした。

活動性 喘息 （Ｃｕｒｒｅｎt ａｓtｈｍａ） の診断 は、過 去 １２か月 に喘 鳴を示した もの と

した。ア レル ギー性鼻炎（A11eｒgic ｒhinitiｓ）の診断は､過去 １２か月にく しゃ み、

鼻 汁、鼻 閉のす べて を示 したもの とした。 アレル ギー性鼻 結膜炎は アレル ギー

性 鼻炎 に結膜炎 を伴 うもの とした。

室 内大気 汚染源 として、炊 事に用 いた燃 料を調査 した。 す なわち 、木 材 （薪）、

ガ ソ リン、ガ ス、電気 、木 炭の 中から各家 庭で使用 したものを記録 した。

【結果 】成人 ：薪の みを炊 事 に用いた家 庭の成人 対象は ５８ ４名 で、活動性 喘

息 患者 はそ の ２ ２． ６％ であっ た。これ に対 して木炭の のみ を用い た家 庭の成

人 対象 は １ ９７名 で活動性 喘 息患者はそ の13.1 ％ であ り、木材の みを用い

る家庭 での喘息患者 は木炭の みを用い る家庭 より有意に高率であ った。（Ｐ ＜0.

01 ） 対象 を男女人 口に分け ても 同様 の差 異を認 めた。 一方 、ア レル ギー性鼻

炎 お よび アレル ギー性 鼻結膜炎 患者の頻度 は薪使用 と木炭使 用家庭 で差異を み

と めな かった。

小児 ：６-７歳 の小児 では活 動性喘 息でもアレル ギー性鼻炎 でも、炊事での薪使

用 と木 炭使用の 間に疾患頻 度の差 異を認 めなかった。

結論 ：家 庭で の炊 事で の薪使 用は 成人で喘 息の頻度 を高 めた。 同じ気道 アレル

ギ ー疾患 で もアレル ギー性 鼻炎 の頻度を増 加 させ なかっ た。 小児 で も薪 の使 用

は 喘息 の頻度 を増加 させ なかっ た。 二の年 齢、気 道部位 に よる、薪使用 によ る

痴 患発生 への差異の原 因は明 らかでない。 さらな る検討 を要す る。
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日本職業・環境アレルギー学会の歴史

職業アレルギー研究会

回　　数　 年　　度

第　１回

第　２回

第　３回

第　４回

第　５回

第　６回

第　７回

第　８回

第　９回

第10 回

第11 回

第12 回

第13 回

第14 回

第15 回

第16 回

第17 回

第18 回

第19 回

第20 回

第21 回

第22 回

第23 回

1970 年（昭和45 年）

1971 年（昭和46 年）

1972 年（昭和47 年）

1973 年（昭和48 年）

1974 年（昭和49 年）

1975 年（昭和50 年）

1976 年（昭和51 年）

1977 年（昭和52 年）

1978 年（昭和53 年）

1979 年（昭和54 年）

1980 年（昭和55 年）

1981 年（昭和56 年）

1982 年（昭和57 年）

1983 年（昭和58 年）

1984 年（昭和59 年）

1985 年（昭和60 年）

1986 年（昭和61 年）

1987 年（昭和62 年）

1988 年（昭和63 年）

1989 年（平成 元年）

1990 年（平成 ２年）

1991 年（平成 ３年）

1992 年（平成 ４年）

八
二 長　　 開　催　地

七条小次郎

光井庄太郎

宮地　一馬

西本　幸男

石崎　　達

奥田　　稔

小林　節雄

塩田　憲三

長野　　隼

島　　正吾

赤坂　喜三郎

信太　隆夫

中村　　晋

中島　重徳

宮本　昭正

城　　智彦

牧野　荘平

中川　俊二

笛本　隆三

可部順三郎

石川　　眸

佐竹 辰夫

木村　郁郎
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群馬県水上町

盛岡市

三重県賢島

広島市

栃木県藤原町

和歌山市

群馬県草津市

宝塚市

長崎市

犬山市

福島市

箱根町

別府市

奈良市

東京都

広島市

栃木県塩原町

神戸市

群馬県水上町

東京都

熊本県阿蘇町

浜松市

岡山市
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回　　数　 年　　度

第

第

第

第

第

第

第

第

第

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回
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日本職業アレルギー学会

八
二

1993 年（平成５年）

1994 年（平成６年）

1995 年（平成 ７年）

1996 年（平成 ８年）

1997 年（平成 ９年）

1998 年（平成10 年）

1999 年（平成11 年）

2000 年（平成12 年）

2001 年（平成13 年）

長　　 開　催　地

中渾　次夫

末次　　勤

伊藤　幸治

森本　兼冊

松下　敏夫

早川　律子

泉　　孝英

員野　健次

宇佐神　篤

日本職業・環境アレルギー学会

回　　数　 年　　度

第33 回

第34 回

第35 回

第36 回

第37 回

第38 回

第39 回

第４０回

2002 年（平成14 年）

2003 年（平成15 年）

2004 年（平成16 年）

2005 年（平成17 年）

2006 年（平成18 年）

2007 年（平成19 年）

2008 年（平成20 年）

2009 年（平成21 年）

前橋市

名古屋市

東京都

吹田市

鹿児島市

名古屋市

京都市

東京都

浜松市

会　　　長　　 開　催　地

池渾

福田

日下

高木

浅井

上田

須甲

杉浦

善郎

健

幸則

健三

貞宏

厚

松伸

真理子

横浜市

宇都宮市

福井市

名古屋市

佐世保市

熊本市

東京都

名古屋市（予定）
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■　 次 回 ご 案 内 ・

第40 回日本職業･環境アレルギー学会総会・学術大会開催予定

会

会

期

場

会　　　長

大会事務局

連　絡　先

:2009 年 （平成21 年）７月19 日（日）～20 日（月 ：祝日）

：名古屋国際会議場（愛知県名古屋市熱田区熱田西町１番１号）

電話:052-683-7711

: 杉浦　真理子 （第一クリニック　皮膚科・アレルギー科）

：第一クリニック　皮膚科・アレルギー科

: 〒460-0004　 愛知県名古屋市中区新栄町2-13

栄第一生命ビル３階

電話／ＦＡＸ : 052-951-6388

E-ｍａｎ : jimｕ④daiichichnicjp（秘書：川口）

★日本職業・環境アレルギー学会事務局★

群馬大学医学部保健学科内

〒371-8514　 前橋市昭和町3-39-１５

ＴＥＬ/FAX　027-220-8944

URL　 ｈttｐ://ｏｅａ.ｕｍｉｎ.jｐ
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第39 回日本職業・環境アレルギー学会開催にあたり、下記の企業からご支援を賜りまし

たことに厚く御礼申し上げます。

会長　　　須甲　松伸

小野薬品工業株式会社

キョーリン製薬株式会社

第一三共株式会社

大日本製薬住友製薬株式会社

万有製薬株式会社

シズメメディカル株式会社
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